
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と

釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）

山

ノ
1

充

夫

五四　　一　　 一　　一　　　　　　　 一　　一　　 一

は
じ
め
に

釜
石
市
の
地
域
経
済
概
要

釜
鉄
依
存
の
地
域
経
済
循
環
（
以
上
、
本
号
）

釜
鉄
の
七
八
年
合
理
化
と
地
域
経
済
へ
の
波
及

地
域
不
況
へ
の
対
応
策
の
展
開

は
じ
め
に

　
企
業
城
下
町
の
基
本
的
な
経
済
構
造
は
、
独
占
資
本
の
一
事
業
所
が
中
核
と
な
り
、
自
か
ら
が
意
識
的
に
外
部
（
地
域
）
に
つ
く
り
だ
し
た

下
請
企
業
群
を
重
層
的
か
つ
系
列
的
に
編
制
、
地
域
総
体
と
し
て
の
地
域
経
済
を
中
核
企
業
が
様
々
な
政
治
経
済
的
側
面
を
通
じ
て
支
配
し
て

い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
企
業
城
下
町
の
地
域
経
済
構
造
は
、
中
核
企
業
の
業
種
に
よ
り
、
ま
た
都
市
自
体
の
人
口
規
模
の
差
に
よ
り
、
若

干
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
企
業
数
お
よ
び
空
間
的
に
広
い
範
囲
に
下
請
企
業
群
を
重
層
的
に
編
制
し
て
い
る
の
は
、
豊
田
市
に
代
表
さ
れ
る
自

　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七



　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八

　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
（
5
）

動
車
工
業
で
あ
り
、
日
立
市
に
代
表
さ
れ
る
電
気
機
械
工
業
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鉄
鋼
業
、
石
油
化
学
工
業
、
造
船
業
な
ど
は
少
な
い
企

業
数
、
相
対
的
に
狭
い
空
間
的
範
囲
で
企
業
城
下
町
を
構
成
し
て
い
る
。

　
本
研
究
は
、
新
日
本
製
鉄
株
式
会
社
（
以
下
、
新
日
鉄
と
略
す
）
釜
石
製
鉄
所
（
同
、
釜
鉄
）
が
中
核
企
業
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
企
業
城
下

町
あ
る
い
は
企
業
都
市
の
一
つ
の
典
型
で
あ
る
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
の
性
格
と
、
一
九
七
四
年
恐
慌
以
降
の
鉄
鋼
需
要
の
長
期
的
停
滞
に

対
処
し
て
提
示
さ
れ
た
新
日
鉄
の
「
全
社
最
適
生
産
構
造
”
中
期
生
産
構
造
」
に
と
も
な
う
釜
鉄
の
第
四
コ
ー
ク
ス
工
場
、
大
形
工
場
、
ピ
ー

リ
ン
グ
工
場
の
「
休
止
」
　
（
U
事
実
上
の
廃
止
）
が
、
釜
石
市
の
地
域
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
か
、
を
解
明
す
る
こ
と
に
課

題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
の
諸
点
に
限
定
し
て
考
察
を
す
す
め
る
。

　
第
一
は
、
地
域
経
済
構
造
を
『
市
町
村
民
所
得
統
計
』
を
は
じ
め
と
し
た
官
庁
統
計
な
ど
の
分
析
に
よ
っ
て
釜
石
市
の
企
業
城
下
町
と
し
て

の
特
異
的
性
格
お
よ
び
地
域
経
済
の
業
種
別
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
七
八
年
合
理
化
が
実
施
さ
れ
る
以
前
の
、
釜
鉄

依
存
の
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
を
経
済
的
循
環
の
様
々
な
側
面
か
ら
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
第
三
は
、
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
が
、
そ
の

一
と
し
て
金
鉄
労
働
者
に
、
そ
の
二
と
し
て
金
鉄
に
鉄
鉱
石
を
納
入
し
て
い
る
日
鉄
鉱
業
釜
石
鉱
業
所
（
以
下
、
釜
鉱
と
略
す
）
と
そ
の
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

者
に
、
そ
の
三
と
し
て
釜
鉄
の
下
請
企
業
と
そ
の
労
働
者
に
ど
の
よ
う
な
犠
牲
を
強
い
た
か
、
そ
の
四
と
し
て
商
店
街
な
ど
総
体
と
し
て
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

域
経
済
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
き
た
か
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
） 　

野
原
敏
雄
『
日
本
資
本
主
義
と
地
域
経
済
』
　
（
現
代
資
本
主
義
叢
書
2
）
大
月
書
店
、
一
九
七
七
年
、
の
第
九
章
自
動
車
産
業
と
地
域
経
済
く
愛
知

県
豊
田
地
域
V
。

　
中
央
大
学
経
済
研
究
所
『
中
小
企
業
の
階
層
構
造
一
日
立
製
作
所
下
請
企
業
構
造
の
実
態
分
析
1
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
七
六
年
。

　
水
谷
史
男
「
製
鉄
関
連
企
業
と
一
般
企
業
の
動
向
」
　
『
巨
大
企
業
の
進
出
と
住
民
生
活
』
　
（
舘
逸
雄
編
）
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
横
倉

節
夫
「
巨
大
独
占
企
業
の
経
営
と
新
し
い
地
域
社
会
の
形
成
－
千
葉
県
君
津
市
・
木
更
津
市
・
富
津
市
、
新
日
鉄
一
」
　
『
日
本
の
経
営
・
地
域
・



（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

労
働
者
（
上
巻
）
』
（
北
川
隆
吉
編
）
大
月
書
店
、
一
九
八
○
年
、
な
ど
で
は
新
日
鉄
の
最
新
鋭
製
鉄
所
の
あ
る
君
津
工
場
が
、
宮
本
憲
一
編
『
大
都
市

と
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
大
阪
』
　
（
講
座
「
地
域
開
発
と
目
治
体
」
1
）
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
年
、
で
は
新
日
鉄
の
堺
製
鉄
所
が
、
二
宮
正
司
「
日
本
鉄

鋼
業
と
社
会
資
本
」
『
日
本
の
鉄
鋼
業
』
　
（
置
塩
信
雄
・
石
田
和
夫
編
）
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
、
で
は
神
戸
製
鋼
加
古
川
工
場
が
、
横
倉
節
夫
「
主

導
企
業
の
交
替
と
地
域
社
会
の
再
編
成
－
岡
山
県
倉
敷
市
、
川
崎
製
鉄
ニ
三
菱
自
工
1
」
　
『
日
本
の
経
営
・
地
域
・
労
働
者
（
上
巻
）
』
（
北
川
隆

吉
編
）
大
月
書
店
、
一
九
八
○
年
、
で
は
川
崎
製
鉄
水
島
製
鉄
所
が
い
か
に
地
域
経
済
社
会
を
掌
握
し
て
い
る
か
、
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
高
校
地
理
教
育
談
話
会
編
『
開
発
と
地
域
の
変
貌
－
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
1
』
大
明
堂
、
一
九
七
五
年
、
帯
刀
治
「
工
業
都
市
の
構
造
と
労
働

者
の
地
域
生
活
一
茨
城
県
鹿
島
地
域
・
日
立
市
、
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
・
日
立
製
作
所
i
」
『
日
本
の
経
営
・
地
域
・
労
働
者
（
上
巻
）
』
（
北
川

隆
吉
編
）
大
月
書
店
、
一
九
八
○
年
、
で
の
鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
。

　
村
上
雅
康
『
造
船
工
業
地
域
の
研
究
－
相
生
・
因
島
両
地
区
の
場
合
1
』
大
明
堂
、
一
九
七
三
年
。

　
一
九
七
八
年
の
釜
鉄
合
理
化
の
影
響
に
関
す
る
ス
ケ
ッ
チ
を
し
た
も
の
と
し
て
、
拙
稿
「
構
造
不
況
地
帯
i
低
迷
す
る
釜
石
経
済
」
『
経
済
』
一

九
八
一
年
一
二
月
号
、
が
あ
る
。

　
地
域
経
済
に
関
す
る
分
野
の
う
ち
、
漁
業
部
門
と
商
業
部
門
と
は
別
の
分
担
者
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
る
。

二
　
企
業
城
下
町
・
釜
石
市
の
地
域
経
済
の
概
要

　
　
　
日
　
岩
手
県
主
要
都
市
の
な
か
で
の
釜
石
市
の
特
異
性

　
最
近
整
備
さ
れ
て
き
た
『
市
町
村
民
所
得
統
計
』
に
よ
り
、
釜
石
市
の
経
済
構
造
の
特
殊
性
を
、
岩
手
県
内
の
主
要
六
都
市
の
比
較
の
な
か

で
示
し
て
み
た
い
。
主
要
六
都
市
と
は
、
岩
手
県
庁
所
在
地
と
し
て
の
盛
岡
、
釜
石
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
人
口
規
模
を
も
つ
花
巻
・
北
上
・
一
関

宮
古
、
そ
し
て
釜
石
の
六
市
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
規
模
と
市
民
所
得
の
比
較
は
第
一
表
に
掲
げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
へ
2
）
　
　
　
　
　
（
3
）

　
同
表
に
は
「
純
生
産
」
　
「
分
配
所
得
」
　
「
個
人
所
得
」
の
総
額
と
こ
れ
ら
を
加
工
し
た
指
標
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
釜
石
の
第
一
の
特
徴

　
　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



第1表岩手県内主要都市の市民所得比較（1978年度）
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ほ
ノ
　
マ
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飢
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0

1
　
6
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人
円
円
円

万
億
億
億

（
　
（
　
（
　
（

口
産
得
得

　
　
所
所

　
生

　
　
配
人

人
純
分
個

純生産に対する分配所得率　（％）

純生産に対する個人所得率　（％）

就業者1人当純生産

人口1人当分配所得

人口1人当個人所得

97．7

112．7

嬬副嬬謁1稽譲
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132i1661141142
1

95．2

107．1

236

127

143

74．5i106．0市
8凱71121．7盆

　　　域
330234経
122、113済

　　構137狽P29警

釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

　
　
　
は
就
業
者
一
人
当
純
生
産
額
が
県
下
最
高
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
度
の

　
　
　
釜
石
の
就
業
者
一
人
当
純
生
産
額
は
三
三
〇
万
円
で
あ
り
、
県
都
盛
岡
市
の
三
二
六

　畔
万
円
を
四
万
円
ほ
ど
で
あ
る
と
は
い
え
凌
駕
し
て
い
る
．
他
の
四
響
竺
三
・
～

19鰍
一
一
四
。
万
円
の
範
囲
で
、
釜
石
の
七
割
前
勝
水
準
に
あ
る
．

調
　
　
　
釜
石
の
第
二
の
特
徴
は
、
こ
の
純
生
産
な
V
し
は
就
業
者
一
人
当
純
生
産
の
大
き

画企
　
　
さ
が
、
分
配
所
得
な
い
し
は
人
口
一
人
当
分
配
所
得
に
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ

県手
　
　
る
。
各
都
市
の
純
生
産
を
一
〇
〇
と
し
た
と
き
の
分
配
所
得
の
割
合
は
、
釜
石
で
は

岩棚
　
　
七
四
．
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宮
古
を
除
く
四
都
市
で
は
九
〇
．

踊
六
～
九
八
三
％
、
宮
古
で
は
6
六
・
・
％
と
い
ず
鷲
大
き
な
割
合
を
一
示
し
て

村町
　
　
い
る
。
つ
い
で
に
個
人
所
得
の
純
生
産
に
対
す
る
割
合
も
み
て
お
く
と
、
釜
石
で
は

市
の
　
　
八
三
・
七
％
に
す
ぎ
な
い
の
に
、
他
の
五
都
市
で
は
九
九
・
七
～
一
二
一
．
七
％
と

県
瀞
い
う
水
窪
あ
っ
た
．

鞭
　
釜
石
の
第
三
の
穣
は
、
高
羅
生
産
隻
え
る
産
業
譜
が
第
二
次
産
業
の
、

　秘
　
　
特
に
製
造
業
に
依
存
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
第
二
表
に
よ
れ
ば
、
釜
石
の
総
純
生
産

昭『
　
　
に
対
す
る
第
二
次
産
業
の
寄
与
率
は
四
四
・
四
％
と
高
く
、
製
造
業
部
門
に
限
定
し

料
　
　
て
み
て
も
三
七
・
五
％
に
達
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
県
都
監
岡
は
、
第
三
次
産
業
の

資　
　
　
比
重
が
八
六
・
二
％
と
圧
倒
的
で
あ
り
、
第
二
次
産
業
は
一
六
．
三
％
と
小
さ
く
、

　
　
　
し
か
も
そ
の
過
半
は
建
設
業
が
占
め
て
い
る
。
釜
石
を
除
く
人
口
規
模
の
ほ
ぼ
同
程



第2表　岩手県内主要者市の純生産の産業部門別構成（％）

　　　　　　矯県！盛岡花巻北上1一関降石宮古

合計i100．0「100．OI100．d100．OI100．0「100．0［100．0

　13．4
うち漁業

　11．1

　21．5

　10．4

　10．6

第1次産業，潔し1「，論，ち繋，ち蔑，ち㍊

　　　　　　　　1　10．41　　　　　　12．3　　7．81　　6．91　　8．2

第1次産業1285116312絃2P7・6「2虚41～

雛糞ill：1111職1羅1312

68．8
第3次産剰6・・8！86・2163・1！57・4i69・5148・9：

資料：第1表と同じ。

度
の
四
都
市
は
、
第
二
次
産
業
の
比
重
が
一
二
・
五
～
三
七
・
六
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

一
〇
～
一
一
％
は
建
設
業
で
あ
る
の
で
、
残
り
が
ほ
ぼ
製
造
業
の
割
合
と
な
る
。
四
都
市
の

な
か
で
製
造
業
の
占
め
る
割
合
の
最
も
大
き
い
の
は
北
上
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
二
五
・
六

％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
釜
石
経
済
の
第
四
の
特
徴
は
第
一
次
産
業
に
お
け
の
漁
業
の
比
重
の
大
き
さ
で
あ
る
。
盛

岡
を
除
K
主
要
都
市
の
な
か
で
は
、
リ
ア
ス
式
三
陸
海
岸
に
立
地
す
る
宮
古
と
釜
石
が
漁
業

に
特
化
し
て
い
る
が
、
釜
石
の
方
が
特
化
係
数
は
大
き
い
。
も
ち
ろ
ん
地
域
経
済
に
対
す
る

寄
与
率
は
宮
古
の
方
が
一
一
・
一
％
と
大
き
い
。

　
第
五
の
特
徴
は
、
第
三
次
産
業
の
お
く
れ
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
第
二
表

で
の
第
三
次
産
業
の
純
生
産
に
対
す
る
寄
与
率
が
四
八
・
九
％
と
低
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
絶
対
的
な
弱
さ
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
第
三
次
産
業
の
就
業
者
一
人
当

純
生
産
は
、
釜
石
で
は
八
O
・
二
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
県
都
盛
岡
の
そ
れ
の
五
五
・
八
％

に
す
ぎ
な
い
し
、
宮
古
を
除
く
内
陸
三
都
市
の
そ
れ
よ
り
も
低
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ

は
、
前
掲
第
一
表
の
人
口
一
人
当
分
配
所
得
お
よ
び
同
個
人
所
得
に
お
い
て
盛
岡
お
よ
び
内

陸
三
都
市
よ
り
も
釜
石
が
低
い
う
え
、
こ
れ
を
大
き
く
下
回
わ
る
水
準
し
か
反
映
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
要
す
る
に
釜
石
の
基
本
的
な
地
域
経
済
循
環
構
造
は
、
製
造
業
に
主
導
さ
れ
る
異
常
に
高
い
純
生
産
が
、
地
域
住
民
の
所
得
向
上
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

対
し
て
は
意
外
に
貢
献
し
て
お
ら
ず
、
地
域
経
済
を
活
生
化
さ
せ
る
役
割
を
予
想
以
上
に
果
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
産
業
別
市
町
村
内
純
生
産
と
は
、
一
定
期
間
（
通
常
一
年
間
）
に
市
町
村
内
の
各
産
業
部
門
に
よ
っ
て
、
新
た
に
付
加
さ
れ
た
価
値
（
純
生
産
物

　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
廿
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

の
価
値
）
の
貨
幣
評
価
額
を
産
業
別
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
市
町
村
内
の
生
産
活
動
に
対
す
る
各
産
業
の
寄
与
を
表
わ
し
、
各
部
門
の

生
産
に
要
し
た
要
費
用
の
総
額
に
等
し
い
。
」
（
岩
手
県
『
昭
和
五
二
年
度
岩
手
県
の
市
町
村
民
所
得
』
一
ぺ
ー
ジ
）
。
「
こ
こ
で
い
う
生
産
に
は
、
農

業
、
製
造
業
な
ど
の
物
的
生
産
ば
か
り
で
な
く
、
金
融
・
保
険
・
不
動
産
公
務
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
生
産
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は
農
家
の
自
家

消
費
に
あ
て
ら
れ
た
生
産
物
や
所
得
者
自
身
が
使
用
す
る
住
居
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
よ
う
に
、
貨
幣
と
交
換
さ
れ
な
い
生
産
物
も
評
価
さ
れ
て
含
ま
れ

る
。
」
　
（
同
上
、
ニ
ペ
ー
ジ
）

第3表主な企業城下町における

　　　一純生産に対する分配所得

　　　　率・個人所得率の分布

　　　　　　　（％）（1972年）

　　　　1純生産…分配所得油人戸碑朔個人所得

77．7

73．2

56．9

68．3

61．9

74．2

　　　　1
76．31
　　　　2

72、6！

88．21

75．2i

60．9i

　　　　i

80．6

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

虹
⑳
呱
呱
億
億

蘭
石
田
市
島
国

　
　
　
　
ロ

室
釜
豊
四
因
岩

資料：経済企画庁『県民・市町村民

　　　所得統計（昭和51年版）』，

　　　　　　　　　1976年。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

　
「
市
町
村
民
分
配
所
得
は
、
生
産
要
素
を
提
供
し
た
市
町
村
の
居
住
者
に
帰
属
す

る
所
得
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
」
　
（
注
（
1
）
の
二
ぺ
ー
ジ
）

　
市
町
村
民
個
人
所
得
は
「
分
配
所
得
か
ら
法
人
企
業
と
政
府
機
関
の
受
取
所
得
を

差
し
引
き
、
個
人
配
当
所
得
と
所
得
再
配
分
と
し
て
政
府
機
関
か
ら
個
人
に
移
転
さ

れ
る
振
替
所
得
を
加
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
注
（
1
）
の
二
ぺ
ー
ジ
）

　
こ
の
点
は
企
業
城
下
町
の
地
域
経
済
循
環
で
の
一
つ
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
例

え
ば
経
済
企
画
庁
経
済
研
究
所
国
民
所
得
部
監
修
『
県
民
・
市
町
村
民
所
得
統
計

（
昭
和
5
1
年
版
）
』
で
の
七
二
年
度
の
市
町
村
民
所
得
か
ら
、
企
業
城
下
町
の
い
く
つ

か
を
と
り
あ
げ
て
み
る
と
第
三
表
の
よ
う
に
な
る
。
乙
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

　
　
　
口
　
鉄
鋼
業
と
漁
業
の
釜
石
市

　
　
　
　
①
　
地
域
の
概
要

　
釜
石
市
は
岩
手
県
中
央
部
を
南
北
に
走
る
北
上
山
地
の
東
側
に
あ
り
、

ア
ス
式
海
岸
が
ひ
ろ
が
り
、
西
部
は
北
上
山
地
で
、
標
高
八
○
○
～
一
、

三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。
東
部
は
太
平
洋
に
面
す
る
リ

三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
五
葉
山
、
愛
染
山
、
雄
岳
な
ど
が
峰
を
連
ね
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1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1

二
三
二



　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

る
。
市
域
の
大
部
分
は
山
地
で
あ
り
、
そ
の
面
積
は
市
総
面
積
（
四
四
四
㎞
）
の
お
よ
そ
八
七
％
に
達
す
番
。
平
坦
地
は
、
北
上
山
地
の
な
か

を
東
流
す
る
甲
子
川
、
鵜
住
居
川
、
片
岸
川
、
熊
野
川
の
狭
い
流
域
と
そ
の
河
口
付
近
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
地
目
別
面
積
構
成
を
み
る
と
、

一
九
七
九
年
度
で
田
二
・
九
㎞
（
○
・
七
％
）
、
畑
六
・
六
崩
（
一
・
五
％
）
、
宅
地
六
・
一
廓
（
一
・
四
％
）
で
あ
り
、
残
り
の
ほ
と
ん
ど
が

山
林
原
野
（
一
部
の
牧
場
を
含
む
）
で
あ
る
。
し
か
も
課
税
対
象
地
は
市
総
面
積
の
五
〇
．
九
％
と
限
ら
れ
て
い
る
。

　
釜
石
市
の
市
街
地
は
釜
石
湾
か
ら
甲
子
川
中
流
に
か
け
て
分
布
し
て
お
り
、
国
道
二
八
三
号
線
を
国
鉄
釜
石
線
が
市
街
地
の
北
側
山
沿
い
に

東
西
に
走
っ
て
い
る
。
中
心
市
街
地
は
大
渡
町
で
あ
る
が
、
最
近
で
は
中
妻
町
が
こ
れ
に
は
げ
し
く
迫
っ
て
い
る
。
釜
石
市
の
都
市
構
造
上
の

問
題
は
、
第
一
に
地
形
的
条
件
に
規
定
さ
れ
て
狭
あ
い
に
な
っ
て
い
る
だ
け
な
く
、
第
二
に
そ
れ
以
上
に
第
一
図
の
よ
う
に
、
釜
鉄
の
工
場
や

住
宅
地
が
釜
石
市
の
都
市
計
画
用
途
指
定
区
域
の
二
四
・
二
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
こ
れ
ら
の
分
布
が
都
市
構
造
を
分
断
す
る
よ
う

に
分
布
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
に
直
接
的
な
影
響
を
う
け
て
き
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。

　
主
要
な
交
通
路
は
、
海
岸
を
南
北
に
走
る
国
道
四
五
号
線
、
内
陸
部
と
結
び
つ
く
国
道
二
八
三
号
線
、
国
鉄
釜
石
線
、
山
田
線
で
あ
り
、
災

害
時
に
は
し
ば
し
ば
陸
の
孤
島
と
な
る
。
例
え
ば
一
九
八
一
年
の
台
風
一
五
号
は
八
月
壬
二
日
か
ら
九
月
一
七
日
ま
で
の
二
六
日
間
、
釜
石
線

を
不
通
に
し
た
。
ま
た
国
道
二
八
三
号
線
も
仙
人
ト
ン
ネ
ル
ヘ
の
急
坂
道
を
中
心
に
し
て
各
所
で
片
側
通
行
を
余
儀
な
く
し
た
。

　
釜
石
市
の
一
九
八
○
年
で
の
人
口
は
六
五
、
二
五
〇
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
年
前
に
比
べ
て
三
、
九
四
二
人
、
一
〇
年
前
に
比
べ
て
七
、
六

七
三
人
（
一
〇
・
五
％
）
の
減
少
で
あ
り
、
最
盛
時
（
一
九
六
三
年
）
に
比
べ
て
突
に
二
四
、
六
四
七
人
（
二
六
．
九
％
）
の
減
少
を
示
し
て

い
る
。
世
帯
数
は
社
会
減
を
自
然
増
が
カ
バ
ー
し
て
、
人
口
最
盛
時
以
降
約
二
万
世
帯
を
維
持
し
て
い
る
。
一
世
帯
当
人
口
数
は
六
三
年
で
四

・
四
人
で
あ
っ
た
の
が
八
○
年
で
は
三
・
三
人
と
な
っ
た
。
性
別
構
成
は
、
人
口
最
盛
時
の
翌
年
（
六
四
年
）
ま
で
は
男
性
が
女
性
を
上
回
わ

っ
て
い
た
。
そ
の
後
逆
転
し
現
在
で
は
女
性
の
方
が
多
い
（
七
九
年
の
場
合
、
　
一
、
二
〇
〇
人
ほ
ど
多
い
。
）
第
四
表
は
産
業
別
従
業
者
数
の

変
動
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
第
一
に
総
人
口
数
の
減
少
と
対
応
し
て
総
従
業
者
数
も
大
巾
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第



　第4表釜石市の産業別従業者数の変動

　　　　　　　　　　　　　i196・年1197・年11975年

総　　　数134，4簸，3姦！3。，諭

6，357【4，81gi3，852
　　　　　　　　　1

3，223　1，977・1，199
　　　　　　　　　1

　655　　275・　　219

2，479　2，56712，434
　　　　　　　　　1

4，645．12，202i11，007

　　　　1　　1
1，489，1，059　　　876
3，18213，27113，518

9，9747，87216，613
　　　　　　　　　レ

第1次産業

　農　　　　業

　林業・狩猟業

　漁業・水産養殖業

　
業
業
業

業
　
設
造

産次

2
鉱
建
製

第

3，442i15，373115，762

5，i7616，073i6，2菊

　　246　　　456　　　560

　　　7：　　311　　39　　　31　　39

2ノ柵2・290

5，ll115、191

　822　　780

　　　　3　　156

2，164

　　147

4，881

　821

第3次産業

　卸売・小売業

　金融・保険業

　不動産業
　運輸・通信業

　電気・ガス・水道・熱供給業

　サービス業

　公　　　　務

　そ　の　他

　資料：各年r国勢調査』

二
に
、
産
業
部
門
別
で
は
第
一
次
・
第
二
次
産
業
部

門
が
減
少
し
、
第
三
次
産
業
は
増
加
し
て
い
る
。
第

一
次
産
業
の
な
か
で
も
減
少
が
著
し
い
の
は
農
業
お

よ
び
林
業
・
狩
猟
業
で
あ
り
、
漁
業
の
減
少
は
小
さ

い
。
第
二
次
産
業
で
は
鉱
業
、
製
造
業
で
の
減
少
が

著
し
い
が
、
建
設
業
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
。
第

三
次
産
業
は
卸
売
・
小
売
業
を
は
じ
め
と
し
て
各
業

種
と
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。
要
す
る
に
、
農
業
、

鉱
業
、
製
造
業
で
の
従
業
者
数
の
減
少
が
、
そ
の
他

の
業
種
で
の
従
業
者
数
の
増
加
を
上
回
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
総
従
業
者
数
の
減
少
、
ひ
い
て
は
総
人
口
数

の
減
少
を
引
き
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、

主
要
な
産
業
部
門
を
と
り
あ
げ
て
概
況
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
②
農
林
業

　
一
九
七
九
年
の
釜
石
市
の
農
家
戸
数
は
一
、
二
五
戸
で
あ
り
、
う
ち
専
業
農
家
六
九
戸
（
六
・
二
％
）
、
第
一
種
兼
業
農
家
一
四
三
戸
（
一

二
・
八
％
）
、
第
二
種
兼
業
農
家
九
〇
三
戸
（
八
一
・
○
％
）
で
あ
り
、
こ
こ
五
年
間
で
は
第
二
種
兼
業
農
家
が
減
少
し
、
こ
れ
が
全
体
の
農

家
戸
数
を
減
ら
し
て
い
る
。
第
五
表
に
よ
れ
ば
、
専
業
農
家
が
比
較
的
多
い
の
は
市
内
で
も
甲
子
地
区
と
栗
橋
地
区
で
あ
り
、
こ
の
両
地
区
は

経
営
耕
作
面
積
規
模
が
相
対
的
に
大
き
い
。

　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五



第5表釜石市地区別専業・兼業別および経営耕地面積別農家数

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1

　　　専業・兼業別　1経営耕地面積別（アーノレ）

専業纂1肇1粟2肇i例外11・一2913・一4gi5・一9gI1・・一

51691　1431　903115140d274i29g1127

総数

全市

3
3
7
2
6
1
6
5
2

51　　7
　　1

46　　40146176
　　1

03　　　71

74　　105

面
5
7
8
7

一
当
：
劉
一
一
r

1113。
5　　62　
1

76

152

166

295

214

一
4
　
3
　
0
　
0
　
6

　
2
　
　
4
　
　
2
　
　
5

0
5
3
0
6
2
8

80：

180
　　　：

236／

321

298

石
丹
子
居
橋

　
　
　
住

釜
唐
甲
鵜
栗

r釜石市統計書（昭和54年版）』資料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

　
一
九
七
九
年
度
の
農
業
粗
生
産
額
は
二
丁
九
億
円
で
、
生
産
農
業
所
得
は
五
・
八
億
円
と

推
計
さ
れ
た
。
農
業
粗
生
産
の
主
要
な
も
の
は
、
豚
（
＝
二
・
二
％
）
、
野
菜
（
二
四
．
四
％
）
、

米
（
一
九
・
四
％
）
、
肉
用
牛
（
八
・
六
％
）
、
乳
用
牛
（
五
・
九
％
）
で
あ
っ
た
。
乳
用
牛
、

肉
用
牛
は
、
和
山
牧
場
な
ど
牧
草
地
の
開
発
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
飼
養
頭
数
な
ど

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
豚
は
飼
養
戸
数
が
減
少
す
る
な
か
で
多
一
頭
化
を
指
向
し
て
い
る
た
め
、

ビ
ッ
グ
・
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
頭
数
の
変
動
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
頭
数
の
減
少
を
な
ん
と
か
く

い
と
め
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
家
一
戸
当
平
均
農
業
生
産
額
は
五
二
万
円
程
度
に
し

か
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
農
業
就
業
人
口
を
減
少
さ
せ
た
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　
森
林
面
積
は
釜
石
市
の
約
九
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
約
四
分
の
一
は
国
有
林
で
あ

り
、
国
有
林
は
市
の
北
西
部
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
。
一
九
七
九
年
度
で
は
、
林
業
粗
生
産
額

は
一
・
七
億
円
、
純
生
産
は
一
二
二
億
円
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
粗
生
産
額
の
う
ち
八
三
・
五

％
は
国
有
林
か
ら
で
あ
り
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ヒ
バ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
が
用
材
と
し
て
切
り
出
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
③
　
漁
業

　
一
九
七
八
年
の
『
第
六
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
』
に
よ
れ
ば
、
漁
業
従
事
者
世
帯
は
三
六
七
で
あ

り
、
就
業
者
総
数
は
二
、
八
一
七
人
で
あ
っ
た
。
就
業
者
の
う
ち
「
自
営
の
み
」
が
七
一
二

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
自
営
と
や
と
わ
れ
」
一
五
・
七
％
、
　
「
や
と
わ
れ
の
み
」
二
二
・

二
％
の
順
で
あ
っ
た
。
釜
石
漁
業
地
区
で
「
や
と
わ
れ
の
み
」
の
比
重
の
大
き
さ
が
め
だ
つ



た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

主
な
漁
業
種
類
別
経
営
窪
み
る
と
、
一
九
七
九
年
の
場
合
ワ
カ
メ
養
雷
八
七
（
四
・
．
（
）
％
）
、
採
貝
四
四
一
二
（
一
二
、
一
ハ
．
四
％
）
、
イ
カ

釣
り
三
五
（
二
二
％
）
万
キ
養
殖
二
五
（
一
三
％
）
と
続
く
．
漁
業
は
水
温
淘
婆
ど
の
自
然
的
条
件
髪
っ
て
も
そ
の
年
の

馨
品
目
菱
化
す
る
の
で
・
年
に
よ
る
水
揚
げ
山
儲
位
の
変
動
突
き
い
．
た
と
え
ば
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
は
、
死
七
五
年
に
は
讐
体

数
で
四
五
（
、
あ
最
大
を
占
め
た
が
、
七
九
年
に
は
た
だ
の
六
に
ま
で
後
退
し
た
。

　
同
年
の
水
産
業
の
粗
生
産
は
一
二
五
・
七
億
円
、
純
生
産
は
七
一
・
三
億
円
で
あ
っ
た
。
粗
生
産
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
、
ア
ワ
ビ

（
天
然
）
天
●
五
簿
・
サ
ケ
類
天
・
七
億
円
、
メ
バ
チ
エ
ハ
λ
億
円
、
ス
ル
メ
イ
カ
八
．
七
億
円
、
ム
ラ
サ
キ
イ
ヵ
六
．
一
二
億
円
な

ど
で
あ
り
、
サ
ケ
漁
が
回
復
し
て
き
た
現
在
、
地
域
の
漁
業
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
純
生
産
を
漁
業
世
帯
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
除
算
す
る
と
一
世
帯
当
一
、
九
四
二
万
円
と
い
う
高
い
水
準
に
な
る
。

第6表規模別工場数・従業者数および

　　　　製造品出荷額（1978年）

□工場数麟騒難麟
数i1736，2726淵1，2謂
＿1　48［　，〔。：　　、ni　　っ7

1081L913・7
401i　8・61　18・8
艶4i　15．3124．7

　　　　1　　　　1

講　1認　llll
　　　　l　　　l

3講411：1、艦！1

’　I　　　I

　　65

　　23

　　12

　　　9

　　12

注〉4

総　　数1

3人以下i

4～9人
10－19人

20～29人

30～49人

50～99人

100人以上

注）100～199人が2，200～299人が1，

　　1，000人以上が1。それぞれ秘匡のた

　　め合計して表示されている。

資料：r釜石市統計書（昭和54年版）』

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
城
地
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一

　
　
　
④
製
造
業

　
『
工
業
統
計
表
』
に
よ
れ
ば
、
釜
石
市
の
一
九
七
八
年
末
の
工
場
数
は
一

七
三
で
あ
っ
た
。
過
去
五
年
間
に
四
三
（
一
九
・
九
％
）
の
工
場
が
減
少
し

て
い
る
。
従
業
者
数
も
過
去
五
年
間
に
一
、
一
九
七
人
（
一
六
．
○
％
）
減

少
し
て
六
、
二
七
二
人
と
な
っ
た
。
他
方
、
製
造
品
出
荷
額
は
九
〇
三
億
円

か
ら
一
、
二
九
四
億
円
と
四
三
・
三
％
の
伸
び
を
示
し
た
。

　
第
六
表
は
一
九
七
八
年
末
の
製
造
業
を
規
模
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
一
九
人
以
下
の
零
細
企
業
が
七
八
・
六
％
を
占
め
て

お
り
、
一
、
（
）
○
○
人
以
■
上
の
大
企
業
は
一
つ
（
釜
■
鉄
）
し
か
な
い
。
上
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
七



第7表製造業の業種別規模別出荷額構成（1978年）

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
靖
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一

議鱗儲荷額13。人以上宥。一29罫，人以下

百万円

，171

　　59

261

　105

　　47

　108

　　13

274

　131

百万円

1，730

　　139

　　590

　　　52

百万円

1，077

2，393

223

530

143

350

205

35

56

Q2

　　　　　人　　　百万円

96　1，480　　13，978

4　　．　33　　　　　198

　F
17
P2513・2侶

81　　35　　　157

47

71251
8135
21　　14

7目51179646う
l161膿1，1艶8望
　F

313，528　101，516　101，373

11’1211846222

7F60　336　－
2
i

　　　　　xi　　1，448　　　1，413
　　　　　　F

l11髪3’3113’3璽
1　　！

品
服
材
具
組
版
学
業
鋼
副
械
機
送
他

　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
レ

食
衣
木
家
。
V
出
化
窯
銭
金
機
電
輸
そ

　
　
　
　
　
ノ

2，2474，9977316，2721129，385－122，14

1　　F　　l
計

注）xは推計できなかったもの。

資料：r工業統計書』　（1978年）などにより作成。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

四
社
は
従
業
員
の
六
二
・
四
％
、
原
材
料
使
用
額
の
七
三
・

七
％
、
製
品
出
荷
額
の
八
一
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。

　
第
七
表
は
製
造
業
の
業
種
別
規
模
別
出
荷
額
を
し
め
て
い

る
。
事
業
所
数
に
占
め
る
割
合
の
最
大
の
業
種
は
食
料
品
製

造
業
で
あ
り
、
五
五
．
五
％
に
達
す
る
。
食
品
の
う
ち
、
、
約

半
分
が
水
産
加
工
で
あ
り
、
他
は
麺
類
や
豆
腐
な
ど
の
日
用

必
需
食
品
を
製
造
し
て
い
る
。
前
者
は
従
業
者
数
規
模
が
大

き
く
、
後
者
は
規
模
が
小
さ
い
。
製
品
出
荷
額
の
七
九
・
三

％
は
三
〇
人
以
上
の
事
業
所
に
集
中
し
て
い
る
。
次
い
で
事

業
所
数
の
多
い
の
は
木
材
・
木
製
品
製
造
業
（
家
具
を
除

く
）
で
、
全
体
の
九
・
八
％
を
占
め
て
い
る
。
木
材
で
大
き
い

　
　
　
と
う
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
の
ま
ナ
い

も
の
は
唐
丹
町
に
あ
る
三
井
農
林
釜
石
事
業
所
と
鵜
住
居
の

紀
州
造
林
釜
石
工
場
と
で
あ
り
、
前
者
は
農
林
畜
産
チ
ッ
プ

を
製
造
し
て
い
る
。
特
殊
技
術
を
必
要
と
す
る
の
は
松
本
木

型
製
作
所
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
鋳
物
木
型
を
製
作
し
て
い
る
。
他
は
製
材
や
製
函
を
営
業
し
て
い
る
。
木
材
業
の
製
品
出
荷
額
は
三
二
億
円
で

全
体
の
二
．
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
三
二
億
円
の
う
ぢ
二
四
億
円
は
三
〇
人
以
上
の
事
業
所
に
集
中
し
て
い
る
。

　
金
属
製
品
製
造
業
は
一
一
事
業
所
で
あ
る
。
平
均
従
業
者
数
は
一
一
名
と
小
さ
く
、
製
品
出
荷
額
の
八
・
五
億
円
の
う
ち
七
三
・
八
％
は
二

九
人
以
下
の
事
業
所
で
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
機
械
製
造
業
も
一
事
業
所
当
従
業
者
数
が
八
・
六
人
と
小
さ
く
、
す
べ
て
二
九
人
以
下
の
事
業
所



と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
金
属
・
機
械
製
造
業
の
事
業
所
は
釜
石
で
は
鉄
工
所
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
釜
石
市
に
は
鉄
工
団
地
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
海
岸
べ
り
の
大
平
町
に
立
地
し
て
い
る
釜
石
鉄
工
団
地
協
同
組
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
内

陸
部
の
甲
子
町
に
あ
る
釜
石
機
械
金
属
工
業
団
地
協
同
組
合
で
あ
る
。
前
者
は
一
九
七
四
年
、
後
者
は
一
九
七
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。
前
者
の

場
合
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
釜
石
鉄
工
団
地
』
に
よ
れ
ば
、
集
団
化
の
目
的
は
、
　
「
釜
石
市
は
海
岸
と
山
に
囲
ま
れ
た
狭
隘
な
場
所
に
立
地
し
て
お

り
荏
居
・
産
業
の
混
在
し
養
境
条
件
に
お
か
れ
て
い
る
．
従
っ
て
各
毒
は
工
場
の
拡
露
、
老
朽
化
、
公
害
問
讐
悩
ま
さ
れ
て
お

り
・
将
来
的
に
は
操
業
の
維
持
さ
え
畢
差
嘉
心
れ
が
あ
る
．
」
と
の
状
況
認
識
笠
ち
、
「
集
団
化
計
画
の
篁
義
的
琶
的
は
市
街
地
か

ら
の
脱
出
で
あ
る
。
そ
し
て
集
団
化
に
伴
な
い
、
従
来
取
引
関
係
の
少
な
か
っ
た
組
合
員
間
の
相
互
取
引
乃
至
協
力
関
係
の
強
化
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
る
事
」
に
お
か
れ
た
。

　
組
合
は
、
一
〇
名
の
組
合
員
か
ら
総
額
三
百
万
円
の
出
資
金
で
設
立
さ
れ
、
商
工
中
金
か
ら
借
入
れ
を
し
て
一
、
五
〇
〇
万
円
の
事
業
費
で

団
地
を
造
成
し
た
。
団
地
は
一
坪
当
四
万
円
で
分
譲
さ
れ
て
い
る
が
、
利
息
を
含
め
た
二
、
五
〇
〇
万
円
を
一
九
八
九
年
ま
で
に
返
済
す
る

と
、
分
譲
地
は
各
組
合
員
の
も
の
に
な
る
。
共
同
事
業
と
し
て
は
、
組
合
会
館
の
維
持
（
土
地
面
積
六
六
〇
㎡
、
建
物
面
積
四
九
㎡
）
、
酸
素

・
ア
セ
チ
レ
ン
・
熔
接
棒
・
油
脂
類
の
一
括
購
入
、
お
よ
び
釜
鉄
か
ら
の
メ
ン
テ
ス
部
品
の
受
注
な
ど
で
あ
る
。

　
組
合
員
の
各
事
業
所
の
概
要
は
第
八
表
に
掲
げ
た
と
お
り
で
あ
る
。
創
業
年
は
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
六
九
年
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
団

地
へ
の
移
駐
は
一
九
七
四
年
［
月
か
ら
一
一
月
ま
で
の
間
に
終
了
し
て
い
る
。
事
業
所
の
階
層
規
模
は
ほ
ぼ
二
つ
に
分
か
れ
る
。
第
一
は
石
田

鉄
工
所
、
石
村
工
業
、
釜
石
鉄
工
所
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
は
、
資
本
金
が
二
百
万
円
以
上
の
株
式
・
合
資
会
社
で
あ
り
、
石
田
を

除
け
ば
二
桁
台
の
従
業
者
と
一
～
二
人
の
釜
鉄
か
ら
の
出
向
者
と
を
も
ち
、
工
場
敷
地
面
積
は
い
ず
れ
も
二
千
㎡
以
上
、
年
間
生
産
高
も
一
億

円
以
上
で
あ
り
、
石
村
を
除
け
ば
設
計
機
能
を
も
ち
、
何
よ
り
も
三
事
業
所
と
も
釜
鉄
を
直
接
の
取
引
相
手
に
し
て
い
る
点
で
特
色
を
も
っ
て

　
　
　
杢
義
下
町
釜
石
市
の
鑑
経
済
嚢
と
叢
七
八
年
合
麗
の
波
及
（
一
丁
　
　
　
　
　
　
二
二
九
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い
る
。

　
第
二
は
、
第
一
以
外
の
七
事
業
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
所
は
、
坂
本
鉄
工
所
を
除
け
ば
い
ず
れ
も
個
人
企
業
で
あ
る
こ
と
、
多
田
鉄
工

所
を
除
け
ば
一
桁
台
の
し
か
も
少
な
い
数
の
従
業
者
数
で
あ
る
こ
と
、
い
ず
れ
の
事
業
所
も
三
桁
台
，
π
の
敷
地
面
積
で
あ
り
、
年
間
生
産
高
も

五
千
万
円
未
満
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
取
扱
品
目
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
小
規
模
な
機
械
・
建
材
の
製
造
修
理
に
重
点
を
お
い
て
い
る
こ
と
、
何

よ
り
も
釜
鉄
と
直
接
の
取
引
関
係
が
な
い
こ
と
、
な
ど
に
特
徴
が
あ
る
。
な
お
、
集
団
化
の
目
的
の
な
か
で
「
組
合
員
間
の
相
互
取
引
乃
至
協

力
関
係
」
が
強
調
さ
れ
、
岩
間
や
佐
々
武
が
石
田
や
釜
石
鉄
工
所
を
主
な
取
引
相
手
と
し
て
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
団
地
内
で
前
者
が

後
者
の
下
請
を
し
て
い
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
七
う
一
つ
の
鉄
工
団
地
も
ほ
ぼ
同
様
の
構
造
と
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
受
注
関
係
で
は
、
仕
事
の
内
容
に
も
よ
る
が
、
金
鉄
と
の
関
係
は
依

存
匿
七
（
）
～
一
〇
〇
％
と
強
く
、
う
ち
半
分
は
直
接
受
注
し
、
残
り
半
分
は
太
平
工
業
な
ど
を
経
由
し
た
間
接
受
注
で
あ
る
。
仕
事
量
の
変
動

は
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
が
さ
ら
に
下
請
を
つ
か
う
と
か
、
団
地
内
の
事
業
所
間
で
従
業
者
を
貸
借
す
る
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

　
最
後
に
鉄
鋼
業
で
あ
る
。
事
業
所
数
は
三
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
従
業
者
数
の
五
六
．
三
％
、
製
品
出
荷
額
の
七
八
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
釜
鉄
で
あ
り
、
釜
鉄
の
釜
石
市
の
純
生
産
に
占
め
る
割
合
は
二
九
．
三
％
と
推
計
さ
れ
る
。

　
　
　
　
⑤
　
建
設
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
『
事
業
所
統
計
』
　
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
建
設
業
関
係
の
事
業
所
は
二
．
四
八
で
、
そ
の
従
業
者
数
は
三
、
．
六
六
九
人
で
あ
っ
た
。
事

業
所
規
模
は
零
細
で
あ
り
、
九
一
・
九
％
が
二
九
人
以
下
の
零
細
事
業
所
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
多
く
が
個
人
業
主
で
あ
っ
た
（
第
九
表
）
。

建
設
業
を
中
分
類
で
分
割
す
る
と
、
総
合
工
事
業
は
一
三
二
事
業
所
、
二
、
五
四
一
人
、
職
別
工
事
業
は
七
八
事
業
所
、
五
七
二
人
、
設
備
工

事
業
は
四
七
事
業
所
、
五
五
六
人
と
な
る
。

　
建
設
業
の
一
九
七
九
年
の
工
事
額
は
二
二
五
・
七
億
円
で
あ
り
、
純
生
産
は
八
一
．
一
億
円
で
あ
っ
た
。
工
事
額
の
内
訳
は
、
公
共
土
木
工

　
　
　
t
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一

　　第9表建設業の従業者規

　　　　　　模別事業所数と従

⑥　　　　業者構成

　　　（1978年6月15日現在）
鉱　　　　　　　　1

業　事業所数1248
75

V6

j
2
3
2
0

1～4人

5～9人
10～19人

20～29人

30人以上

従
業
者
規
模
別

従業者数13・669人

個人業主　1　135人

家族従事者F　75
　　　　　ド
雇用者13，238

（うち常雇）k2，694）

雇
用
関
係

資料：r釜石市統計書

　　　　（昭和54年版）』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二

事
四
五
・
九
億
円
（
二
〇
・
三
％
）
、
民
間
土
木
工
事
九
・
二
億
円

（
四
・
一
％
）
、
建
築
工
事
（
公
共
・
民
間
）
一
四
一
・
五
億
円

（
六
二
・
七
％
）
、
修
繕
工
事
二
九
二
億
円
（
一
二
・
九
％
）
で

あ
る
。
建
設
業
は
第
三
章
で
考
察
す
る
よ
う
に
下
請
・
孫
請
と
い
っ

た
構
造
が
存
在
し
て
お
り
、
建
設
業
者
の
少
な
く
な
い
部
分
は
「
人

夫
紹
介
」
的
色
彩
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
鉱
業

　
鉱
業
は
八
事
業
所
、
従
業
者
数
九
〇
九
人
を
擁
し
て
い
る
。
う
ち
釜
鉱
を
含
む
金
属
鉱
業
は
二
事
業
所
、
八
一
二
人
を
占
め
て
お
り
、
同
年

に
は
鉄
鉱
石
四
一
万
ト
ン
、
銅
鉱
石
三
・
七
万
ト
ン
を
生
産
し
た
。
そ
の
他
の
事
業
所
は
、
軟
け
い
石
の
採
掘
で
あ
る
と
か
、
砂
、
砂
利
、
玉

石
、
砕
石
な
ど
の
建
築
材
料
用
岩
石
採
石
業
に
従
事
し
て
お
り
、
平
均
従
業
者
一
六
・
二
人
の
零
細
事
業
所
で
あ
る
。
鉱
業
生
産
額
は
四
三
・

二
億
円
で
あ
り
、
う
ち
鉄
鉱
石
・
銅
鉱
石
が
九
二
・
三
％
を
占
め
た
。

　
　
　
　
⑦
　
卸
売
業
・
小
売
業

　
釜
石
市
の
商
店
数
は
一
九
七
九
年
六
月
現
在
で
の
一
、
三
〇
二
店
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
に
比
べ
て
六
店
減
少
し
た
。
従
業
者
規
模
で
は
一

～
二
人
が
全
体
の
五
三
・
四
％
を
占
め
て
お
り
、
二
〇
人
以
上
の
商
店
は
二
八
店
（
二
・
二
％
）
で
あ
っ
た
。

　
第
一
〇
表
は
卸
・
小
売
業
を
業
種
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
従
業
者
を
減
ら
し
、
年
間
販
売
額
も
伸
び
な
や
ん
で
い
る
。

一
般
卸
売
業
は
商
店
数
、
従
業
者
数
と
も
に
減
ら
し
て
お
り
、
過
半
を
占
め
る
年
間
販
売
額
に
伸
び
悩
み
が
み
ら
れ
る
。
平
均
従
業
者
数
二
・

七
人
と
い
う
零
細
自
営
業
的
性
格
を
強
く
も
つ
飲
食
料
品
小
売
業
は
、
商
店
数
が
減
少
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
従
業
者
数
、
年
間
販
売
額
を
伸

ば
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
織
物
・
衣
服
・
身
廻
品
小
売
業
は
商
店
数
、
年
間
販
売
額
を
伸
ば
し
た
も
の
の
、
従
業
者
数
を
減
少
さ
せ
た
。



第10表　産業中分類別商店数・従業者数および商品販売額

　　　　　　　　　　　　商店劃従業者数i年間販売額

　　　　　　　　　　　i1976年11979年：1976年11979年11976年！1979年

円
3
5

億
4
51

126

54

50

49

67

　　人　　　人　　億円

1・639…1・519431

561：552　41
　　　ト
1．35σ　1．381　　　113

50

R9

R9

U6

204

162

522

220

153

528

7781　832

42i　糾　279…316
99』1145。、486
6
1

　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　5　　　198i　　234
　　　　　　　　　　　　　　－　　1　　　　　　！

2601254881．777
308旨．30215，35815，265

一般卸　売　業
織物，衣服，身延品売業

飲食料品小売業

自動車・自転車小売業

家具，建具，什器小売業

各種商品小売業

その他小売業

　合計11・308
資料：r釜石市統計書（昭和54年版）』

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－

各
種
商
品
小
売
業
（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
で
は
商
店
数
は
一
つ
減
少
し
た
も
の

の
、
従
業
者
数
、
年
間
販
売
額
は
伸
び
て
い
る
。
こ
の
業
種
は
も
っ
と
も
従
業
者
数

規
模
が
大
き
い
。
自
動
車
・
自
転
車
小
売
業
、
家
具
・
建
具
．
什
器
小
売
業
は
三
指

標
と
も
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
動
向
は
釜
石
市
の
商
業
が
「
自
己
消
費
型
商
圏
都

市
的
性
格
」
を
も
っ
て
お
り
、
後
に
み
る
釜
鉄
の
合
理
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
人
口

減
少
に
大
き
な
影
響
を
う
け
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
⑧
　
サ
ー
ビ
ス
業
1
一
特
に
飲
食
店

　
卸
・
小
売
業
の
商
店
が
減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
第
十
一
表
に
よ
れ
ば
、
飲
食
店

は
逆
に
四
年
間
に
二
六
店
増
え
て
四
七
六
店
（
一
九
七
九
年
）
に
な
っ
た
。
業
種
別

に
み
て
増
加
し
た
の
は
バ
ー
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
と
喫
茶
店
と
で
あ

り
、
他
は
料
亭
、
西
洋
料
理
店
を
は
じ
め
と
し
て
軒
並
み
減
少
し
た
。
従
業
者
数
お

よ
び
年
間
販
売
額
に
つ
い
て
は
業
種
に
よ
っ
て
不
明
な
も
の
も
あ
る
た
め
飲
食
店
全

体
の
動
向
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
個
々
の
業
種
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
従

業
者
数
は
喫
茶
店
を
除
い
て
停
滞
な
い
し
減
少
、
年
間
販
売
額
は
喫
茶
店
、
日
本
料

理
店
、
中
華
・
東
洋
料
理
店
で
伸
び
、
他
の
飲
食
店
で
停
滞
な
い
し
減
少
し
た
。

　
　
（
1
）
　
海
面
漁
業
経
営
体
と
は
、
調
査
期
日
前
一
年
間
に
海
面
に
お
い
て
利
潤
ま
た
は
生

　
　
活
の
資
を
得
る
た
め
販
売
を
目
的
と
し
て
、
水
産
動
植
物
の
採
捕
又
は
養
殖
を
行
っ
た

　
　
経
営
体
（
世
帯
及
び
事
業
所
）
を
い
う
。
た
だ
し
、
年
間
の
漁
業
の
海
上
従
事
者
日
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三



第11表　飲食店の業種別商店数，従業者数および年間販売額

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
二
九
日
以
下
の
個
人
経
営
体
は
除
く

　商店数　 従業者数1年間販売額
　　　　　　　　　　　ド1976年11979年11976年11979年11976年i197％

1979年11976年i1979年

　　　人　百万円　百万円

2劉鴛！lll
　　　　ト
　　　10，　　197　　　　32

　　　　1

　　：1！llll　lll

　　　　！　1

　　　611　　233　　234

　　211　　168　　　105

　？

　？

384

272

？i　726

？…　271
－
172－　272

61P126

8g18512勇
　　　　　　　　！

9　　　8『　　40
1　　1

61　　3　　46

16　　15　　66

31　　28　　61
21P21171
51　　31　　59

　　！　　1
061　　125　　　320
1。「1。7148

441　　　641　　1531317138

　
　
　
　
　
　
　
　
ブ

　
　
　
店
　
　
　
　
ラ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
理
店
　
　
　
ト
一

　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
店
店
料
ん
　
　
　
ナ
ホ

堂
理
理
洋
ど
　
　
一
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
畑

食
料
料
東
う
屋
亭
妙
ビ
店
他

般
本
洋
華
ば
し
　
キ
屋
茶
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
日
西
中
そ
す
料
バ
酒
喫
そ

？
・45014761，2951　？13，173計合

注）？は不明。

資料：r釜石市統計書（昭和54年版）』

ス
』
の
定
義
に
よ
る
）
。

（
2
）
　
主
要
な
も
の
は
ア
ワ
ビ
。

一
四
四

（『

譏
Z
次
漁
業
セ
ン
サ

　
　
　
　
三
　
釜
鉄
依
存
の
地
域
経
済
循
環

　
　
H
　
『
基
礎
調
査
』
結
果
か
ら
み
た
概
要

　
本
章
で
は
、
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
を
釜
鉄
へ
の

依
存
と
い
う
観
点
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
一
九
七

八
年
九
月
五
日
か
ら
一
五
日
に
か
け
て
釜
石
鉱
業
所
並
び
に
釜
石
製

鉄
所
合
理
化
問
題
対
策
本
部
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
『
釜
石
鉱
業
所

の
合
理
化
及
び
予
測
さ
れ
る
釜
石
製
鉄
所
合
理
化
へ
の
影
響
基
礎
調

査
』
　
（
以
下
、
　
『
基
礎
調
査
』
と
略
す
）
の
結
果
を
利
用
す
る
。

　
こ
の
『
基
礎
調
査
』
は
鉱
業
、
建
設
業
、
製
造
業
、
卸
売
業
、
運

輸
・
通
信
業
な
ど
の
「
生
産
関
係
部
門
」
と
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
の
「
消
費
関
係
部
門
」
と
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。

　
　
　
①
　
生
産
関
係
部
門

　
生
産
関
係
部
門
で
は
四
七
九
事
業
所
に
調
査
表
が
配
布
さ
れ
、
三

六
九
事
業
所
か
ら
回
収
さ
れ
た
。
同
年
の
事
業
所
総
数
に
対
す
る
回



第12表　　『基礎調査』生産関係部門業種別回収数

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－

釜鉱・釜鉄関連企業

その他の企業
A
・

計

配布数
　
輸
信

　
一
運
通剰

訳
設陣

　
　
業

　
　
売陶

　
　
業

内
造隊

　
　
業

　
　
鉱

　
数

　
収

　
回

173113311121…44…4611
306i248」　　8351…99115
　14791381 　　　　　　　　　ド11　　104　　　　95　　　145k　　　26

　　　　　　　　　1

資料：r釜石鉱業所の合理化及び予測される釜石製鉄所合理化の影響基礎

　　調査』釜石鉱業所並びに釜石製鉄所の合理化対策本部，1978年。

収
事
業
所
率
は
五
二
・
二
％
に
達
す
る
が
、
調
査

項
目
に
よ
っ
て
は
か
な
り
の
回
答
脱
落
が
み
ら
れ

る
。　

第
一
二
表
は
調
査
表
配
布
数
、
回
収
数
を
掲
げ

て
い
る
が
、
第
一
に
釜
鉱
・
釜
鉄
と
受
注
関
係
あ

る
の
は
配
布
事
業
所
の
三
六
・
一
％
、
回
収
事
業

所
数
の
三
四
・
九
％
に
達
し
て
い
る
。
業
種
別
で

は
鉱
業
の
一
〇
〇
％
、
製
造
業
の
二
〇
・
二
％
、

卸
売
業
の
四
六
・
三
％
、
建
設
業
の
三
一
・
七

％
、
運
輸
・
通
信
業
の
四
二
・
三
％
が
釜
鉱
・
釜

鉄
と
受
注
関
係
に
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
、
　
『
基
礎
調
査
』
の
結

果
を
、
そ
の
集
計
表
ま
で
た
ち
も
ど
っ
て
、
独
自

の
観
点
か
ら
再
構
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
釜
鉄
は

金
鉄
関
連
企
業
を
「
み
ち
の
く
会
」
　
「
一
五
日

会
」
　
「
設
友
会
」
　
「
淡
交
会
」
な
ど
の
協
力
会
に

組
織
し
て
お
り
、
こ
の
協
力
会
へ
の
組
織
化
が
い

か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
か
を
も
考
察
す
る
こ

第13表　釜鉱・釜鉄系列別受注形態別企業数

四
五

釜　鉱　系　列

釜鉄協力系列
釜鉄その他系列

非　　系　　列

ム
・ 計

釜　鉱　関　係

直接受注悔受雌注なし

1
5
1
2 6 4

7
6

4
4
9

釜　鉄　関 係
合　　　計

直接受注瞬受注1受注なし（回答企業数）

8
9

6
6
1
『
フ

　
　
4 196

11

69

53

196

36 6287177 朔　202
　　卜

329

注）1）

　　2）

資料：

　系列については本文をみよ。

　系列ごとの合計数が回答企業数とあわないのは，釜鉄関係で直接・間接

　の両受注をうけている企業を別々に重複して計上したためである。

第12表と同じ。



第14表　売上高における釜鉱・釜鉄への依存度（1977年度）

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－

その他

　　百万円

　25

716

　68

142

菱鉱窪ら鍛鉄窪ら贔

　　百万円　　　　　百万円
　　65　　　　　　　4

　　6　1　260
　　0　1　－48

1・社当売上高

　　百万円

94

982

116

142

3331045442

　　　　　　1酪企羅

釜鉱系列i8
釜鉄協力系列i65
葬鉄そ纂他系劉ll

合　訓　178
　　資料：第12表と同じ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六

と
を
反
映
さ
せ
た
系
列
別
集
計
化
で
あ
る
。
受
注
系
列
は
、
釜
鉱
受
注
企
業
系
列
（
以
下
、
釜
鉱
系

列
と
略
す
）
、
金
鉄
協
力
会
に
所
属
す
る
釜
鉄
受
注
企
業
系
列
（
同
、
釜
鉄
協
力
系
列
）
、
そ
の
他
の

金
鉄
受
注
企
業
系
列
（
同
、
金
鉄
そ
の
他
系
列
）
、
釜
鉱
・
釜
鉄
と
受
注
関
係
を
も
た
な
い
企
業
系

列
（
同
、
非
系
列
）
の
四
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

　
第
二
二
表
は
釜
鉱
・
釜
鉄
か
ら
の
受
注
形
態
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
釜
鉱
か
ら
の
受
注
企
業
は
回

答
企
業
数
の
一
二
・
八
％
に
あ
た
る
四
二
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
八
五
・
七
％
の
企
業
は
直
接
受
注
で

あ
っ
た
。
釜
鉄
か
ら
の
受
注
企
業
は
回
答
企
業
数
の
三
九
・
二
％
に
あ
た
る
一
二
九
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
五
九
・
七
％
の
企
業
は
直
接
受
注
で
あ
る
。
釜
鉱
に
比
べ
て
金
鉄
は
間
接
受
注
企
業
が
か
な
り

愛
い
。
と
こ
ろ
で
釜
鉄
・
金
鉱
か
ら
の
受
注
企
業
は
前
述
の
よ
う
に
四
系
列
に
分
け
ら
れ
る
が
、
系

列
別
か
ら
み
た
特
徴
的
な
こ
と
は
、
第
一
に
釜
鉱
系
列
は
釜
鉱
か
ら
の
受
注
が
す
べ
て
直
接
受
注
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
釜
鉄
か
ら
の
受
注
は
す
べ
て
間
接
受
注
で
あ
る
こ
と
。
第
二
に
金
鉄
協
力
系
列

で
は
、
受
注
な
し
と
釜
鉄
関
係
で
の
一
つ
を
除
け
ば
、
釜
鉱
・
金
鉄
の
い
ず
れ
か
ら
の
受
注
も
す
べ

て
直
接
受
注
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
第
三
に
、
釜
鉄
そ
の
他
系
列
で
は
受
注
な
し
を
除
け
ば

金
鉱
か
ら
は
す
べ
て
間
接
受
注
で
あ
り
、
釜
鉄
か
ら
の
受
注
は
間
接
受
注
が
直
接
受
注
を
は
る
か
に

上
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
釜
鉄
関
係
で
は
受
注
企
業
に
協
力
系
列
と
そ
の
他
系
列
と
い

う
重
層
構
造
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
四
表
は
一
七
八
企
業
の
一
社
当
売
上
高
と
そ
れ
に
占
め
る
釜
鉄
・
釜
鉱
か
ら
の
受
注
額
を
系

列
別
に
示
め
し
て
い
る
。
一
七
八
企
業
の
一
社
当
売
上
高
は
四
四
二
百
万
円
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か



第15表　釜鉱・釜鉄からの受注形態別受注額構成

の受注　　　i　　金鉄からの受注

間接受注額i直接受注額　間接受注額

　　31」万円13」万r　j万円

　　　4　i13，7951　674
　　　　　1　　　　　1
　　42　　　　：　　　　975　　　　1　　　　695

　　　　　　　　　　　卜

　　356h4．80011，369

　　　　　　　I
　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　・　釜鉱かi　　　　　　　一　　　　　　　　回答企業数
　　　　　　　i　　　　！直接受注額

　　　　　　　1　　　　　［　　　百万円

釜鉱系列1　8　’　521
釜鉄協力系列…　　65　：　398
　　　　　　　　　　　　1
その他系列　　 33　j　一

合計1108「919

釜鉱からの受注

資料：第12表と同じ。

で
金
鉄
協
力
系
列
の
企
業
の
売
上
高
が
格
段
に
大
き
く
平
均

の
二
倍
強
に
あ
た
る
九
八
二
百
万
円
に
の
ぼ
っ
た
。
他
は
一

億
円
前
後
で
あ
っ
た
。
全
回
答
企
業
の
釜
鉄
・
金
鉱
へ
の
売

上
高
で
の
依
存
率
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
・
五
％
と
一
・
二
％
で

あ
り
、
金
鉄
へ
の
依
存
が
大
き
い
。
系
列
で
は
、
釜
鉱
か
ら

の
受
注
額
が
大
き
い
の
は
釜
鉱
系
列
で
あ
り
、
釜
鉱
系
列
の

金
鉱
依
存
率
は
六
九
・
二
％
で
あ
っ
た
。
金
鉄
か
ら
の
受
注

額
が
大
き
い
の
は
釜
鉄
両
系
列
で
あ
る
。
釜
鉄
協
力
系
列
は

一
社
当
二
六
〇
百
万
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
総
売
上
高
の
二
六

・
五
％
に
あ
た
る
。
金
鉄
そ
の
他
系
列
の
釜
鉄
か
ら
の
受
注

額
は
、
一
社
当
四
八
百
万
円
と
釜
鉄
協
力
系
列
の
そ
れ
の
一

八
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
が
、
総
売
上
高
に
対
す
る
金
鉄
か
ら

の
受
注
割
合
は
四
一
・
四
％
と
か
な
り
大
き
い
。

　
第
一
五
表
は
受
注
形
態
別
に
受
注
額
を
調
べ
た
も
の
で
あ

る
。
金
鉄
・
金
鉱
か
ら
の
総
受
注
額
は
一
〇
八
企
業
で
一
、

七
四
三
億
円
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
金
鉄
か
ら
の
受
注
額
が
九
、

二
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
釜
鉱
、
釜
鉄
と
も
に
当
然
の
こ

と
な
が
ら
直
接
受
注
額
が
間
接
受
注
額
を
上
回
わ
っ
て
い

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－

第16表　釜鉱・釜鉄関連企業の外注額等

　　　i回答企糊羅灘豊… ．
社
額
一

1
　
円
2
7
％
男
2
7

業
注
万
8
5
β
辮

企
　
　
　
2
3
1

先
受準一麟智

念
9
2
7

撃
－
。
猛
n

響当
致
知
弼
洞
－
矧

豊口
桝

　
　
円
8
0
2
3
9
6
9
2

一
当
額
一
万
4
6
2
8

醸
石
坑
亀
へ

1
1
7
9
7

列
列
列
列

　
系
系

系
力
他

鉱
協
⑳
系

　
銑
鉄

釜
釜
釜
非

一
四
七

2，44960．24．30．58734計合

資料：第12表と同じ。



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
繕
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八

る
。
直
接
受
注
額
に
対
す
る
間
接
受
注
額
の
割
合
は
金
鉱
が
三
八
・
七
％
と
、
釜
鉄
の
九
・
三
％
を
大
き
く
上
回
わ
っ
て
い
る
が
、
間
接
受
注

額
自
体
は
釜
鉄
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。

　
間
接
受
注
の
少
な
く
な
い
存
在
は
、
元
請
・
孫
請
と
い
っ
た
下
請
関
係
の
重
層
構
造
の
存
在
を
意
味
す
る
が
、
第
一
六
表
は
釜
鉱
．
釜
鉄
か

ら
の
外
注
企
業
の
発
注
関
係
を
掲
げ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
事
例
数
の
少
な
さ
だ
け
で
な
く
、
回
答
企
業
、
特
に
釜
鉱
．
釜
鉄
系
列
の
企
業
が

外
注
す
る
も
の
が
、
必
ず
し
も
金
鉱
・
金
鉄
か
ら
受
注
し
た
も
の
を
再
外
注
し
て
い
る
か
否
か
も
こ
の
調
査
だ
け
か
ら
で
は
明
確
で
は
な
い
、

な
ど
の
難
点
が
こ
の
表
に
は
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
的
限
界
性
を
ふ
く
ん
だ
う
え
で
説
明
を
加
え
る
と
、
平
均
外
注
先
数
は
四
．
三
社
で
あ

り
、
外
注
先
の
企
業
は
従
業
員
数
が
六
〇
・
二
人
、
外
注
額
は
二
、
四
四
九
万
円
で
あ
っ
た
。
系
列
別
で
は
釜
鉄
協
力
系
列
で
外
注
額
は
大
き

い
が
、
外
注
先
数
も
多
い
の
で
、
外
注
先
の
平
均
受
注
額
が
小
さ
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
金
鉱
・
釜
鉄
、
特
に
釜
鉄
の
関
連
企
業
へ
の
発
注
は
、
地
域
経
済
の
「
生
産
関
係
部
門
」
に
か
な
り
の
影
響
力
を
も

ち
、
し
か
も
そ
の
少
な
く
な
い
部
分
は
系
列
的
・
重
層
的
な
効
果
を
地
域
経
済
に
あ
た
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
②
　
消
費
関
係
部
門

　
消
費
関
係
部
門
は
第
一
七
表
の
よ
う
に
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
し
た
調
査
が
な
さ
れ
た
。
一
九
七
八
年
の
当
該
事
業
所
数
が
二
、

三
〇
四
で
あ
っ
た
の
で
、
配
布
率
は
八
三
二
％
に
あ
た
り
、
回
収
率
は
六
七
・
七
％
に
達
し
た
。
た
だ
し
有
効
回
答
率
は
よ
り
低
い
水
準
に

落
ち
る
。

　
消
費
関
係
部
門
の
業
種
別
事
業
所
別
構
成
を
み
る
と
、
一
般
食
料
品
雑
貨
店
が
四
四
四
（
二
八
・
五
％
）
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
食
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

・
飲
食
店
（
一
六
・
六
％
）
、
衣
料
品
・
身
延
品
店
（
九
・
七
％
）
、
理
美
容
（
九
・
四
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。
従
業
者
数
は
一
、
四
九
三
事
業

所
で
七
、
三
二
一
人
で
、
一
事
業
所
当
の
従
業
者
数
は
四
・
九
人
で
あ
る
。
業
種
別
で
は
娯
楽
、
耐
久
消
費
財
店
、
旅
館
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、

衣
料
品
・
身
廻
品
店
な
ど
が
平
均
値
よ
り
も
高
い
。
　
「
そ
の
他
」
が
も
っ
と
も
多
い
が
、
こ
の
中
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
含
ま
れ



第17表　『基礎調査』消費関係部門の事業所概要

売上高

纐暑鑓
緻
蠣

査護摩業
業所数総数

　　1　人　人！千万円1千万円
4441，677　4．01，830　5」
　　1　　　　　　　1　　　卜
151　　706　　　4．91　　9981　　7．3
　　i　　　　　　　I　　　I
99：6386・618271g・4

32　0．3　
1
271　1．3
　卜

51　1．2

　　44　　7．3

　　76　　1．7

　644・　3．2
3，66。153．8

表
収
数

査調
回
事
：

8．1441　　6．4

146！　　271　　1．9
　　1

　30　　　　1511　　5．O
　　l
　l　II　　　371　　3．4

　8　　58　　7．3

　57　　　294　　　5．4

258　　8841　　3．5

355　2，605　　　7、8

55917，32114．9

一般食料品雑貨

衣料品・身廻品

耐久消費財
理　　美　　容

クリーニング

浴　　　　場

娯　　　　楽

旅　　　　館

食堂・飲食店

そ　　の　他

合　　　計
い，493い・493」1・27・11・27・

有効回答企業数

資料：第12表と同じ。

共
栄
（
釜
鉄
の
購
買
部
の
独
立
し
た
も
の
）
、
釜
鉱
・
同
関
連
企
業
関
係
、

と
し
て
第
一
位
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
釜
鉄
・
同
関
連
企
業
関
係
で
あ
り
、
回
答
企
業
数
の
五
四
・
四
％
に
あ
た
る
七
六
七
事
業
所
で
あ
っ
た
。

次
い
で
漁
業
水
産
関
係
（
三
八
・
○
％
）
、
官
公
庁
関
係
（
三
二
・
八
％
）
、
釜
鉱
・
同
関
連
企
業
関
係
（
一
六
・
七
％
）
で
、
釜
鉄
購
買
部
で

あ
っ
た
共
栄
、
釜
鉱
購
買
部
で
あ
っ
た
新
和
商
事
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
四
％
、
一
・
七
％
と
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
小
売
業
者
に
と
っ
て
は
こ
れ

ら
の
事
業
所
が
得
意
先
と
い
う
よ
り
は
競
争
相
手
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
得
意
先
別
に
得
意
先
割
合
の
大
き
い
業
種
を
み
る
と
、
一
般
食
料
品
雑
貨
店
と
食
堂
↑
飲
食
店
は
い
ず
れ
の
得
意
先
に
お
い
て
も
得
意
先
割

　
　
　
！
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九

る
。
売
上
高
は
、
全
体
で
は
、
一
、
二
七
C
事
業
所
で
八
一
四
．
四

億
円
に
の
ぼ
る
。
業
種
別
で
は
、
事
業
所
数
の
多
い
一
般
食
料
品
雑

貨
店
が
一
八
三
億
円
（
二
二
・
五
％
）
と
最
大
で
あ
り
、
次
い
で
衣

料
品
・
身
廻
品
店
（
二
丁
三
％
）
、
耐
久
消
費
財
店
（
一
〇
・
二

％
）
、
食
堂
・
飲
食
店
（
七
・
九
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。
「
そ
の
他
」

の
部
分
が
総
売
上
高
の
四
四
・
九
％
と
大
き
い
が
、
こ
れ
は
前
述
の

よ
う
な
ス
ー
・
ハ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
一
事

業
所
平
均
売
上
高
で
も
、
　
「
そ
の
他
」
が
五
・
四
億
円
と
も
っ
と
も

大
き
い
。
次
い
で
耐
久
消
費
財
店
、
衣
料
品
・
身
廻
品
店
、
娯
楽
と

続
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
得
意
先
を
調
べ
た
の
が
、
第
一
八
表
で
あ

る
。
こ
こ
で
い
う
主
な
得
意
先
と
は
、
釜
鉄
・
同
関
連
企
業
関
係
、

　
漁
業
水
産
関
係
、
官
公
庁
関
係
な
ど
を
意
味
す
る
。
主
な
得
意
先



1・売業・サービス彙の主な得意先（複数回答）第18表

一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－

磁
陛
一　

計その他陰
庁
係

公
旨
閏
－

業
産
係

漁
水
問

灘裸纏
401

145

99

133

26

10

　8
54

224

309

785

378

252

295

58

　15

　17

129

634

771

345

121

77

105

23

　　9

　　6

50

207

286

π
6
2
3
0
弼

射
6
6
眉
引

6
　
　
　
　
3
　
2 10

黷
Q
1
9
1
2
0
7

剖
一
一
5
」
刊
6
一
勾
1
9
1

　
　
　
　
一
　
　
ハ
ソ
　
一

35

R6

R6

P3

Q

釜鉄・同
関連企業共栄
関係　　ヒ

13

R
6
5 」

一
！
4
：
到

7
躬
6
7

2
　
　
一
4
1
9
餌

68

X0

T6

W6

13

P
6
3
3
5
5
5
9

462…1，2293，32gII1，4095362423567767

一般食料品雑貨

衣料品・身延品

耐久消費財
理　美　容
クリーニング

浴　　　場
娯楽施設
旅　　　館
食堂・飲食店

そ　の　他

合　　 計

　得意先については複数回答のため，回答企業数よりも多くなっている。

：第12表と同じ。

第19表　小売業・サービス業の得意先別依存率の分布

）
料

注
資

計合その他
庁
係

公
」
官
関
－

業
産
係

漁
水
問

　
事

　
商

　
和

－
…
新
一

同
業・

企

鉱
連
係

釜
関
関

　
栄

　
共

同
業・

企

鉄
連
係

釜
閣
－
関

846

918

527

408

630

151

249

196

176

457

263：

　　1

150
　　！

29／

17

　　3

，
郷
7
6
0
8
弼
6
3

3，329

100．0

2291
’　1

　　！
51．4

462536

5．713．7

　・一1・％…1・81431121i19；
　11－3・％！24321　751’　4：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

灘…鶴1紫
合　計17671761235，2耳1

　　　　　　　　　　ド　　　　ド　　　　　　　　　　　ヨ

マ均（％）一所い・1｛3・91・・2i

　注）1）得意先は複数回答。

　　　2）平均値は各依存率の累計より推計。

　資料：第12表と同じ。

一
五
〇

合
が
一
〇
～
二
〇

％
台
を
、
衣
料
品

・
身
廻
品
店
は
、

競
合
す
る
共
栄
、

新
和
商
事
を
除

き
、
　
一
〇
％
台
の

得
意
先
割
合
を
も

っ
て
い
る
。
釜
鉄

・
同
関
連
企
業
関

係
で
は
理
美
容
か

　
　
　
　
（
4
）

ら
の
得
意
先
率
が

意
外
に
高
く
、
全

得
意
先
の
二
九
・

二
％
を
占
め
て
い

る
。
漁
業
水
産
関

係
と
強
い
か
か
わ

り
を
も
つ
の
は
浴

場
で
あ
る
。
官
公



庁
関
係
と
相
対
的
に
強
い
つ
な
が
り
を
も
つ
の
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
あ
る
。
こ
れ
は
官
公
庁
の
中
に
病
院
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。　

第
一
九
表
は
得
意
先
別
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
依
存
率
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
依
存
率
を
累
計
し
た
平
均
値
か
ら
み
る
と
、

売
上
高
で
の
金
鉄
・
同
関
連
関
連
企
業
へ
の
依
存
率
は
二
四
・
○
％
と
主
な
得
意
先
の
な
か
で
は
最
大
で
あ
り
、
次
い
で
漁
業
水
産
関
係
（
一

三
・
七
％
）
、
官
公
庁
関
係
（
五
・
七
％
）
、
釜
鉱
・
同
関
連
企
業
関
係
（
三
・
九
％
）
で
あ
り
、
上
位
四
つ
で
四
七
．
三
％
を
占
め
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
・
釜
鉄
．
釜
鉱
、
特
に
金
鉄
は
、
釜
石
市
経
済
の
様
々
な
分
野
で
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
釜
石
市

が
企
業
城
下
町
の
典
型
例
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

　
　
（
1
）
　
「
釜
石
製
鉄
所
の
協
力
会
社
は
、
こ
れ
ま
で
安
全
衛
生
協
力
会
（
渡
辺
万
洋
会
長
・
百
十
九
会
員
）
の
ほ
か
、
作
業
請
け
負
い
事
業
所
で
組
織
す
る

　
　
　
　
み
ち
の
く
会
（
渡
辺
万
洋
会
長
・
十
一
会
員
）
、
工
事
請
け
負
い
の
設
友
会
（
田
中
満
会
長
・
十
八
会
員
）
が
あ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と

　
　
　
も
に
安
全
御
里
筋
か
会
は
安
全
・
衛
生
面
全
般
に
わ
た
っ
て
、
勘
勘
0
↑
会
、
読
か
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
請
け
負
い
事
業
を
通
し
て
経
営
管
理
な
ど
の
事

　
　
　
業
を
推
し
て
き
た
。
三
組
織
の
全
員
の
中
に
は
重
複
し
て
い
る
会
員
が
多
い
上
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事
業
計
画
を
決
め
、
運
営
す
る
な
ど
不
合
理
な
一
面
も

　
　
　
　
み
ら
れ
た
。
」
（
『
岩
手
東
海
新
聞
』
、
昭
和
五
六
年
五
月
一
個
日
号
）
そ
の
た
め
一
九
八
一
年
五
月
一
三
日
に
安
全
衛
生
協
力
会
、
み
ち
の
く
会
、
設
友

　
　
　
会
が
「
新
日
本
製
鉄
釜
石
協
力
会
」
に
一
本
化
さ
れ
た
。
な
お
「
親
睦
団
体
的
な
意
味
を
も
つ
七
重
会
、
淡
交
会
、
海
友
会
は
存
続
す
る
。
」
（
同
右
）

　
　
　
　
（
・
点
は
引
用
者
）
。

　
　
（
2
）
　
地
区
ご
と
の
業
種
構
成
を
み
る
と
鈴
子
町
以
東
の
東
部
地
区
は
、
浴
場
（
六
三
・
六
％
）
、
食
堂
、
飲
食
店
（
五
六
・
六
％
）
、
衣
料
品
．
身
廻
品
店

　
　
　
　
（
五
一
・
O
％
）
、
娯
楽
施
設
（
五
〇
・
○
％
）
が
集
中
す
る
、
釜
石
市
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
商
業
サ
ー
ビ
ス
的
機
能
が
集
積
し
て
い
る
地
区
で
あ

　
　
　
を
。
こ
れ
に
次
ぐ
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
も
つ
中
妻
町
か
ら
小
川
町
ま
で
の
西
部
地
区
で
あ
る
。
な
お
、
地
区
の
区
分
に
つ
い
て
は
第
一
図
参
照
。

　
　
（
3
）
　
各
得
意
先
の
事
業
所
数
（
合
計
欄
）
を
分
母
と
し
た
と
き
の
業
種
ご
と
の
事
業
所
数
割
合
の
こ
と
。

　
　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一



　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
二

　
（
4
）
　
各
業
種
の
事
業
所
数
（
合
計
欄
）
を
分
母
と
し
た
と
き
の
得
意
先
ご
と
の
事
業
所
数
割
合
の
こ
と
。

　
　
口
　
産
業
物
質
の
域
内
循
環

　
釜
石
市
の
経
済
活
動
が
金
鉄
の
製
鉄
業
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
産
業

物
質
の
域
内
循
環
と
い
う
観
点
か
ら
釜
鉄
と
関
連
企
業
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
し
た
い
。

　
製
鉄
の
主
要
原
料
は
、
鉄
鉱
石
、
石
炭
（
な
い
し
は
コ
ー
ク
ス
）
お
よ
び
石
灰
石
で
あ
る
。
第
二
〇
表
・
第
二
一
表
に
よ
れ
ば
、
石
炭
・
コ

ー
ク
ス
の
ほ
と
ん
ど
は
釜
石
港
か
ら
運
び
こ
ま
れ
て
い
る
。
石
炭
の
輸
入
依
存
割
合
は
一
九
七
八
年
度
の
場
合
六
五
二
％
で
あ
り
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
北
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
な
ど
が
主
な
供
給
元
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鉱
石
は
、
一
九
七
八
年
度
に
は
一
、
五
六
五
千
ト
ン
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
9
2

　
　
　
　
　
　
　
　
加
知
窺
源
”
砧
…
”
知
㏄
㎜
初
篇

第20表　釜石駅鉄道車扱貨物品目別発

　　　　着トン数（1978年度）

発送閏着
発5．d691．6

目品

数
．総

0．3

1．6

2．0

0．0

1・61

　1．11

　　　　1
　3・71

259．71
　　　　r

　7．8
　　　　1

62．1一

4．5

2．1

炭石

ス
石
石
品
…
品
品

　
　
　
産
｝

ク
　
　
　
…
産

　
　
灰
鉱
…
産

一
　
也
林

　
　
　
の
…

コ
鉱
石
そ
…
農
水
…
鉄　　　　　　　鋼

その他金属機器工業品

化　　学　　肥　　料

化　　学　　業　　品

その他化学工業品
そ　　　の　　　他

注）　単位は千トン。

資料：r岩手県統計年鑑昭和53年』。

釜
石
港
経
由
で
輸
移
入
さ
れ
、
三
九
三
千
ト
ン
が
釜
石
駅
経

由
で
到
着
し
た
。
釜
石
港
か
ら
の
移
出
分
と
釜
石
駅
か
ら
の

発
送
分
と
を
控
除
す
る
と
、
釜
鉄
に
は
一
、
五
五
七
千
ト
ン

が
搬
入
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
釜
石
駅
到
着
分
の
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
は
、
釜
鉱
で
採
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
釜
鉱
は
一
九
七
八
年
度
に
は
、
鉄
鉱
石
を
四
五
四
・
九
千

ト
ン
、
銅
鉱
石
を
四
三
・
九
千
ト
ン
採
掘
し
た
。
採
掘
さ
れ

た
鉄
鉱
石
は
鉄
分
含
有
率
三
〇
％
台
で
あ
り
、
こ
れ
は
選
鉱

に
よ
っ
て
六
〇
％
台
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
出
荷
さ
れ
る
。
出

荷
の
方
法
は
、
専
用
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
大
橋
駅
ま
で
送
り
、
そ
こ
か
ら
、
鉄
道
貨
車
で
主
と
し
て
釜
石
駅
に
発
送
さ
れ
る
。
釜
鉱
で
採
掘
さ



’

　第21表　釜石港海上貨物輸移出入実績

　　　　　　（1978年度）

　　　　　　　　外　　貿　　内　貿
品　目…輸出i輸入！痴一1移入

総　　数い57i2・4・2i1・2・・18・7

石　　炭1」812153い35
コークス1うr－i59
鉄　鉱　石しr1・53916i26

石灰石1－1－1r一一ラ．9．三無■年…産．．側■■■一■■．ご．一■…．筆一■．．一．一■、亘．一■＿τ1

業林産舗二一1型一屋

漏齢蝋i可…耳…ｿ萱
化学肥料 「一I　l一
事の他化学工業馴二1房国131

そ　　の　　他1　一，　一i　11　一

注）単位は千トン。

資料：第20表と同じ。

れ
た
鉄
鉱
石
の
う
ち
八
九
・
五
％
（
一
九
七
八
年
度
）

が
釜
鉄
に
出
荷
さ
れ
る
。
残
り
は
市
外
の
岩
手
製
鉄

（
釜
鉱
依
存
率
一
「
）
○
％
）
に
出
荷
さ
れ
た
。
銅
鉱
石

は
宮
古
の
ラ
サ
工
業
に
全
量
出
荷
さ
れ
た
。

　
石
灰
石
は
す
べ
て
鉄
道
貨
物
で
住
田
町
の
大
洞
石
灰

鉱
業
所
か
ら
、
ま
た
ケ
イ
石
は
市
内
の
遊
部
鉱
山
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
。

　
要
す
る
に
、
釜
石
駅
到
着
貨
物
の
九
一
二
二
％
、
釜

石
港
輸
移
入
貨
物
の
八
九
・
五
％
は
、
金
鉄
の
製
鉄
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
ロ

原
料
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
原
材
料
を
利
用
し
て
金
鉄
で
生
産
さ
れ
た

製
品
は
、
一
九
七
八
年
度
の
実
績
で
、
銑
鉄
一
、
三
九
四
千
ト
ン
、
粗
鋼
一
、
〇
四
五
千
ト
ン
、
熱
間
圧
延
鋼
材
八
九
三
千
ト
ン
に
の
ぼ
っ

た
。　

こ
れ
ら
の
製
品
は
、
自
動
車
貨
物
、
鉄
道
貨
物
、
船
舶
貨
物
と
し
て
市
外
に
搬
出
さ
れ
て
い
く
。
自
動
車
貨
物
に
つ
い
て
は
統
計
資
料
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
鉄
道
貨
物
を
船
舶
貨
物
に
つ
い
て
は
、
前
掲
第
二
一
・
二
二
表
方
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
鉄
道
貨
物

と
し
て
は
、
釜
石
駅
総
発
送
量
の
七
五
・
三
％
に
あ
た
る
二
五
九
・
七
千
ト
ン
が
鉄
鋼
で
あ
っ
た
。
海
上
輸
移
出
貨
物
と
し
て
は
、
釜
石
港
総

輸
出
量
の
八
四
・
五
％
に
あ
た
る
一
、
四
五
七
千
ト
ン
が
鉄
鋼
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
鉄
鋼
生
産
に
お
い
て
は
、
副
産
物
が
生
ず
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
の
利
用
に
関
し
て
も
部
分
的
に
し
か
知
る
こ

　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
一
一



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
四

　
　
　
（
2
）

と
は
で
き
な
い
が
、
第
一
■
は
コ
ー
ク
ス
ガ
ス
の
利
用
で
あ
り
、
金
鉄
内
で
消
費
さ
れ
る
以
外
は
釜
石
ガ
ス
に
販
売
さ
れ
、
釜
石
ガ
ス
は
釜
石
市

内
に
都
市
ガ
ス
と
し
て
こ
れ
を
供
給
す
る
、
一

　
第
二
は
銑
鉄
生
産
一
ト
ン
当
り
三
〇
こ
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
る
高
炉
ス
ラ
グ
と
、
粗
鋼
生
産
一
ト
ン
当
り
二
二
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
る
転
炉
ス
ラ
グ

の
利
用
で
あ
る
。
前
者
は
一
ケ
月
平
均
三
・
四
万
ト
ン
、
後
者
は
同
じ
く
一
二
万
ト
ン
と
い
う
巨
大
な
量
に
な
る
。
従
前
は
、
こ
れ
ら
の
ス

ラ
グ
は
金
鉄
に
と
っ
て
廃
物
と
し
て
の
意
味
し
か
な
く
、
す
べ
て
平
田
湾
の
埋
立
て
に
投
入
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
、
こ
れ
ら
を
水
砕

処
理
ま
た
は
徐
冷
処
理
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
面
的
な
利
用
価
値
が
生
ま
れ
、
資
源
・
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
生
起
。

　
高
炉
ス
ラ
グ
は
、
一
部
（
九
千
ト
ン
／
月
）
が
水
砕
処
理
さ
れ
、
釜
石
化
成
産
業
へ
化
学
肥
料
の
原
料
と
し
て
販
売
さ
ポ
る
。
残
り
の
部
分

（
二
五
千
ト
ン
／
月
）
は
徐
冷
処
理
を
う
け
、
製
鉄
所
内
の
各
種
工
事
の
材
料
（
一
〇
千
ト
ン
／
月
）
に
使
用
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
．
は
路
盤
用

の
バ
ラ
ス
ニ
五
千
ト
ン
／
月
）
と
し
て
釜
石
周
辺
に
販
売
さ
れ
る
。
転
炉
ス
ラ
グ
は
徐
冷
処
理
を
さ
れ
、
金
鉄
内
の
製
鋼
工
程
（
三
千
ト
ン

／
月
）
で
再
利
用
さ
れ
た
り
、
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
大
船
、
月
に
あ
る
小
野
田
セ
メ
ン
ト
（
六
千
ト
ン
／
月
）
に
販
売
さ
れ
た
り
、
釜
石
化

成
産
業
（
一
千
ト
ン
／
月
）
に
販
売
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。

　
釜
石
市
内
で
は
、
こ
れ
ら
の
ス
ラ
ゲ
を
利
用
し
て
二
次
加
工
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
上
述
し
た
釜
石
化
成
産
業
で
は
珪
カ
ル
肥

料
と
し
て
の
「
く
み
あ
い
ケ
ミ
カ
ル
」
、
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
の
「
て
ん
ろ
石
灰
」
、
お
よ
び
耕
土
培
養
な
ど
を
生
産
し
、
東
北
各
地
の
農
家

に
販
売
し
て
い
る
。
サ
ン
港
運
は
ス
ラ
グ
を
セ
メ
ン
ト
を
砂
と
で
混
合
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
を
生
産
し
て
い
る
。
産
業
振
興
は
高
炉
ス
ラ
グ
を
利
用

し
、
ス
チ
ー
ル
・
ス
ト
ー
ン
R
（
ス
ラ
グ
九
（
揺
）
％
、
樹
脂
一
〇
％
）
、
　
ス
チ
ー
ル
・
ス
ト
ー
ン
S
（
ス
ラ
グ
七
五
％
、
　
セ
メ
ン
ト
二
五
％
）
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ど
の
新
製
品
を
販
売
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
第
二
次
製
品
の
販
売
は
、
量
的
に
は
鉄
鋼
に
は
る
か
及
ば
な
い
と
は
い
え
、
釜
石
駅
発
送
品
目
の
中
の
「
化
学
肥
料
」
お
よ
び
「
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
他
化
学
工
業
品
」
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。



（
1
）
　
こ
の
ほ
か
の
地
域
的
資
源
と
し
て
の
水
利
用
が
あ
る
。
釜
鉄
は
一
九
七
九
年
の
場
合
三
三
．
四
万
㎡
の
淡
水
を
使
用
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

　
　
は
甲
子
川
水
系
の
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
量
は
同
年
の
釜
石
市
上
水
道
給
水
量
の
八
・
六
％
に
相
当
し
、
「
伏
流
水
の
取
水
量
が
多
く
、
取

　
　
水
量
の
限
界
に
近
い
の
で
、
今
後
の
取
水
の
拡
大
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必
要
な
状
況
」
（
『
第
二
次
釜
石
市
市
勢
発
展
計
画
』
釜
石
市
、
昭
和
五
三
年
四

　
　
月
、
一
七
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
こ
む
ほ
ど
で
あ
る
。
釜
鉄
は
海
水
も
二
二
・
○
万
梶
利
用
し
て
い
る
。

　
　
　
電
力
に
つ
い
て
は
、
　
「
同
製
鉄
所
で
は
現
在
、
高
炉
焼
結
、
圧
延
な
ど
の
生
産
部
門
を
中
心
に
六
～
七
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
消
費
し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
に
対
し
、
同
製
鉄
所
の
火
力
発
電
所
は
一
万
五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ほ
ど
を
発
電
・
供
給
し
、
残
り
の
四
万
五
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
ま
り
を
東
北
電
力
か

　
　
ら
の
買
電
に
頼
っ
て
い
る
。
」
　
『
岩
手
東
海
新
聞
』
　
（
昭
和
五
四
年
一
二
月
三
〇
日
）
な
お
、
八
一
年
一
二
月
よ
り
、
高
炉
ガ
ス
を
利
用
し
た
複
合
発

　
　
電
方
式
で
、
さ
ら
に
一
万
六
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
目
結
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
　
（
昭
和
五
七
年
一
月
一
四
日
号
）

（
2
）
　
以
下
で
の
べ
る
ほ
か
に
化
成
品
が
あ
る
。
コ
ー
ル
タ
ー
ル
、
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
、
軽
油
な
ど
で
あ
り
、
一
九
七
五
年
実
績
に
よ
れ
ば
、
コ
ー
ク
ス
生

　
　
産
一
ト
ン
当
り
、
そ
れ
ぞ
れ
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
一
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
割
合
で
生
産
さ
れ
て
い
た
。

（
3
）
　
こ
の
た
め
平
田
湾
の
埋
立
て
が
予
定
通
り
進
行
し
な
く
な
っ
た
。

（
4
）
　
以
上
の
ス
ラ
グ
利
用
に
つ
い
て
は
『
岩
手
東
海
新
聞
』
　
（
昭
和
五
四
年
一
月
一
日
号
）
に
よ
る
。

（
5
）
　
製
品
生
産
と
同
時
に
、
各
種
の
産
業
廃
棄
物
が
で
る
。
そ
の
主
要
な
固
形
物
と
し
て
の
ス
ラ
グ
の
利
用
は
全
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
他
と
し

　
　
て
、
空
中
に
放
出
さ
れ
る
煤
塵
と
海
に
放
出
さ
れ
る
温
廃
水
と
が
あ
る
。
降
下
煤
塵
量
の
測
定
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
九
年
の
場
合
は
、
松
原
地
区
一
三

　
　
・
四
四
ト
ン
／
崩
／
三
〇
日
、
大
渡
地
区
一
〇
・
五
〇
ト
ン
、
浜
町
地
区
七
・
五
四
ト
ン
、
東
前
地
区
七
．
三
三
ト
ン
、
上
中
島
地
区
五
．
二
〇
ト
ン

　
　
で
、
こ
こ
九
年
間
で
七
分
の
一
な
い
し
三
分
の
一
程
度
ま
で
減
少
し
た
。
温
廃
水
に
つ
い
て
は
不
明
。

　
　
　
国
　
釜
鉄
と
関
連
企
業
と
地
域
経
済

　
一
九
七
九
年
度
の
釜
鉄
の
製
品
出
荷
額
は
一
、
○
（
ノ
八
億
円
で
あ
っ
た
。
製
品
出
荷
額
の
う
ち
四
三
．
C
％
に
あ
た
る
四
三
三
億
円
は
鉄
鉱

石
を
は
じ
め
と
す
る
原
材
料
費
で
あ
り
、
一
六
・
四
％
に
あ
た
る
一
六
五
億
円
は
労
働
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
な
ど
で
あ
る
。
委
託
生
産
は
ま

　
　
　
1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六

つ
た
く
な
く
、
そ
の
か
わ
り
に
作
業
請
負
発
注
額
は
九
・
○
％
に
あ
た
る
九
一
億
円
、
工
事
請
負
発
注
額
は
四
二
二
％
に
あ
た
る
四
三
億
円
に

の
ぼ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
釜
鉄
の
大
き
な
経
済
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
一
に
釜
鉄
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
を
通

じ
て
、
第
二
に
作
業
下
請
や
工
事
下
請
な
ど
関
連
産
業
へ
の
発
注
、
す
な
わ
ち
社
外
工
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
お
よ
び
物
品
納
入
を
通
じ
て
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

三
に
税
金
の
支
払
い
を
通
じ
て
、
第
四
に
原
材
料
の
購
入
を
通
じ
ザ
＼
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の

実
態
を
事
例
的
分
析
で
も
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
　
①
　
釜
鉄
・
同
関
連
企
業
労
働
者
の
賃
金

　
一
九
七
八
年
度
の
釜
石
市
の
分
配
所
得
は
八
二
八
億
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
六
九
・
七
％
は
賃
金
・
俸
給
に
よ
る
雇
用
者
所
得
で
あ
っ

た
．
こ
の
割
合
は
盛
岡
市
の
そ
れ
よ
り
も
一
丁
五
％
大
き
い
。
い
か
に
釜
石
市
の
分
配
所
得
が
労
働
者
の
賃
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
か
が

わ
か
る
。

　
釜
石
市
の
人
口
は
一
九
七
五
年
か
ら
七
八
年
の
あ
い
だ
に
六
九
C
人
（
一
・
「
）
％
）
減
少
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
減
少
率
が
単
純
に
昼
間
人

口
・
従
業
者
数
に
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
釜
石
市
の
一
九
七
八
年
の
昼
間
人
口
・
従
業
者
数
は
三
〔
」
、
九
五
六
人
と
推
計
さ
れ
る
。
第
二

二
表
に
よ
れ
ば
、
同
年
の
釜
鉄
労
働
者
数
は
三
、
七
九
八
人
、
同
関
連
企
業
労
働
者
数
は
四
、
四
三
九
人
で
あ
り
、
唇
間
人
口
・
従
業
者
数
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
・
三
％
、
一
四
・
三
％
の
構
成
比
を
も
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
釜
石
市
の
昼
間
人
口
・
従
業
者
の
う
ち
、
一
二
・
C
％
は
市
外
か
ら
の
通
勤
者
が
し
め
て
い
る
。
釜
鉄
労
働
者
は
、
一
三
・
八
％
が

市
外
か
ら
の
通
勤
者
で
あ
り
、
同
関
連
企
業
労
働
者
は
金
鉄
の
そ
れ
よ
り
も
多
い
二
四
・
七
％
が
市
外
か
ら
の
通
勤
者
で
あ
る
。
市
外
で
は
北

隣
接
す
る
大
槌
町
、
西
隣
接
す
る
遠
野
市
な
ど
が
多
く
、
山
田
町
、
住
田
町
が
次
い
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
釜
鉱
の
労
働
者
は
大
橋
地
区

の
社
宅
に
集
中
し
て
お
り
、
市
君
居
住
者
が
九
七
・
三
％
に
達
す
る
。
金
鉱
関
連
で
は
む
し
ろ
遠
野
市
か
ら
の
通
勤
者
の
方
が
多
く
、
市
内
居



第22表　釜鉄・金鉱及び同関連企業の市町村別就業者数（1978年8月）

躊蕃，輔，鞘蒔「審、鱗

0
2
2

0
1
　
一
　
一

一
5
　
3

－
5
3
一
一

－
1
6
聲
i
」
－
勿
一

77－　　901
　　　　　　　　1

08　　362

＿　　　19

＿　　156
　　1

　　1　　　　／

85、　627

釜鉄3，7983，313，474
釜鉄関連企業　　4，4393，343i　554
　　　　　　1　　　　　　　i

釜鉱！707688一金鉱関連企業　　　285　1071　一

合計…9，22917，26gi1ρ281185162718118！81…22
国勢調査糞i34・395i3・・267…2・1831422181・11・415621209；30遡

　　注）国勢調査は1975年10月の釜石市を通勤先とした「従業地人口・15歳以上

　　　　就業者数」をとりあげた。

　　資料：r資料（釜石市の現況等）』岩手県・1978年9月。

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1

註
者
率
は
三
七
・
五
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一
に
通
勤
が
明
ら
か

に
鉄
道
沿
線
・
国
道
方
向
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
二
に
釜
石
市
で
の
経
済
活

動
、
つ
ま
り
釜
鉄
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
は
市
外
に
も
広
が
っ
て
影
響
し
、
単
純

に
考
え
て
も
釜
石
市
で
働
く
労
働
者
の
賃
金
総
額
の
四
分
の
一
が
市
外
に
流
出
し
て

い
る
こ
と
、
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
②
　
釜
鉄
か
ら
関
連
企
業
へ
の
作
業
契
約
の
発
注

　
釜
鉄
か
ら
の
金
鉄
関
連
企
業
へ
の
発
注
は
三
つ
の
形
態
が
あ
る
。
第
一
は
、
こ
の

項
で
と
り
あ
つ
か
う
作
業
契
約
に
よ
る
発
注
で
あ
る
。
第
二
は
工
事
契
約
に
よ
る
発

注
で
あ
り
、
第
三
は
物
品
納
入
に
関
す
る
発
注
で
あ
る
。

　
作
業
契
約
の
発
注
は
、
従
来
、
釜
鉄
の
社
員
が
従
事
し
て
き
た
比
較
的
合
理
化
が

困
難
な
生
産
部
門
工
程
で
あ
り
、
労
働
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
が
な
か
な
か
困
難
な

工
程
、
さ
ら
に
加
え
れ
ば
相
対
的
に
労
働
環
境
が
悪
く
、
労
災
の
危
険
性
が
強
く
あ

る
工
程
を
、
相
対
的
に
安
価
な
（
本
工
員
の
約
七
割
水
準
）
賃
金
で
使
用
す
る
こ
と

の
で
き
る
関
連
企
業
（
金
鉄
に
と
っ
て
の
下
請
企
業
）
の
社
員
（
金
鉄
に
と
っ
て
の

社
外
工
）
を
充
当
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
。

　
第
三
二
表
は
、
一
九
七
九
年
の
金
鉄
の
部
課
構
成
と
下
請
作
業
員
の
配
置
を
掲
げ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
金
鉄
の
配
置
別
従
業
者
の
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

で
、
社
外
工
へ
の
依
存
率
を
部
課
別
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
表
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



第
一
に
、
中
枢
管
理
部
門
、
例
え
ば
所
長
室
の
秘
書
課
・
総
務
課
、
労
働
部
、
経
理
部
な
ど
に
は
社
外
工
は
配
置
さ
れ
な
い
、
、
同
様
に
、
第
二

に
技
術
研
究
部
門
、
例
え
ば
分
析
課
を
除
く
生
産
技
術
部
、
製
銑
部
・
製
鋼
部
の
各
種
技
術
課
、
環
境
管
理
室
な
ど
に
も
社
外
工
は
配
置
さ
れ

な
い
。
第
三
に
、
設
備
部
で
は
社
外
工
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
、
設
備
部
の
主
要
な
仕
事
が
生
産
運
輸
工
程
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
設
備
の
新

設
あ
る
い
は
保
修
に
お
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
作
業
契
約
で
は
な
く
工
事
契
約
の
分
類
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
社
外
工
が
多
い
の
は
、
第
一
に
生
産
工
程
に
関
係
す
る
各
工
場
に
で
あ
る
。
生
産
工
程
の
中
で
も
社
外
工
は
、
例
え
ば

第23表　釜鉄の下請作業契約内容と部課別下請作業員数の配置

釜鉄部課構成 ＜作業契約内容＞ 人数

所
長
室

秘書課
総務課
情報・システム課〈機械計算＞
庶務課　　　　　く寮＞

0
0
9
3

　
　
1
2環　境管理課環境

管理室環境技術課 0
0

労
働
部

労働課
整員課
能力開発課
厚生課
安全衛生課

0
0
0
0
0

経理経理課
部　　財務課 0

0業
務
部

購買課　　　　〈原料＞
運輸課　　　　く運輸全般〉
作業契約課
成品工程課　　く成品管理＞

生
産
技
術
部

B5
378

　0
165

製
銑
部

製

鋼

部

（調整）課
生産技術課
1施設課
1能率課
品質企画管理課
分析課　　　　〈成品分析〉
技術研究室

　
　
揚
場
　
，

課
　
工
工
課

）
場
料
ス
術

整
工
原
ク
技

調
銑
銑
一
銑

（
製
製
コ
製

＜鋼・鋳製造＞
＜原料製造〉
〈コークス・化学品製造＞

0
0
0
0
0
9
0
［
0

140
148
87

　0

（調整）課
製鋼工場
鋼片工場
大形工場
線材工場
，製鋼技術課

廷塑術課

〈鋼片・ピーリング製造＞
＜半成品製造＞
〈線材製造＞

　0
209
355
187
60

　0
　0

0
0
0
0
0
0
5
0
3

　
　
　
　
　
　
2

1
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1

設

備

部

一
病
院

一

合計

設備管理課
機械技術課
電気計装技術課・
熱技術課
土建課
整備課
工作課　　　　く鋳修理＞
エネルギー技術課
動力工場　　．　＜動力・火力＞

（略）

1，943

五
八

注）1．部課別構成は1979年1月1日付r岩手東海新聞』による。

　　2．下請作業員数は1979年6月25日現在。

資料：r釜石市の現況等』釜石市など，各種資料より著者作成。



る
と
こ
ろ
の
も
の
を
社
外
工
で
は
一
日
三
交
替
と
い
う
、
よ
り
き
つ
い
労
働
条
件
の
も
と
に
お
か
れ
て
い
る
。
第
二
は
業
務
部
の
作
業
契
約
課

を
除
く
三
課
で
あ
り
、
原
料
・
成
品
の
運
送
お
よ
び
保
管
の
部
門
で
あ
る
。
第
三
は
情
報
．
シ
ス
テ
ム
課
で
の
機
械
計
算
や
、
生
産
技
術
部
．

分
析
課
の
成
品
分
析
な
ど
と
い
っ
た
単
純
技
術
部
門
で
あ
る
。

　
金
鉄
が
発
注
し
た
作
業
契
約
企
業
数
は
、
一
九
七
九
年
六
月
現
在
で
一
七
社
を
数
え
た
。
第
二
五
表
は
作
業
契
約
を
下
請
受
注
し
た
企
業
の

一
覧
で
あ
り
、
金
鉄
の
部
課
別
に
ど
の
企
業
が
ど
れ
だ
け
社
外
工
を
送
り
こ
ん
で
い
る
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
第
一
に
受
注
企

業
の
総
従
業
者
数
に
対
す
る
釜
鉄
構
内
常
駐
従
業
者
割
合
は
、
資
料
の
得
ら
れ
た
一
二
社
に
つ
い
て
い
え
ば
、
全
体
で
七
八
．
五
％
の
高
さ
に

　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九

第24表　製鉄工場高炉掛鏡銑作業工程明細と社外工

　　　　の配置（1980年3月）

作　　業　　明　　細 現員1直外区分

KRF作業
　　〃

鍋ロ修理作業

〃（排津処理，玉掛からの応援）

玉掛合図，石灰乳混合

金型運転

樋廻り作業

　　〃

　　ル

フレーン運転

排澤処理玉掛作業

フォークリフト運転

エンドレス運転

突銑作業

　　〃

　　〃

雑作業

（社外工小計）

（本工　小計）

（本工長　　）

合　　計

人　交替

1×3
1×3

1×3

1×4

1×4

1×4

1×4

1×4

1×3

2×3
1×3

1×4…

1x3
11×3
11×3

1×3

社外士

社外工

社外工

本　工

本　工

本　工

本　工

本　工

社外工

社外工

社外工

本　工

社外工
1社外工

鰍工
t社外工

9×3
－6×4

1×4

55人

注）　78年合理化にともなう全体的な要員改訂は1980

　　　年1月1日からはじまっている。この鋳銑作業

　　　は同年4月1日から要員改訂が行なわれた。

資料：『中期生産構造問題のとりくみ一大形工場休止

　　　合理化反対闘争の記録一』新日鉄釜石労働組

　　　合，1980年10月。

第
二
四
表
の
鋳
鉄

作
業
工
程
よ
う

に
、
鍋
口
修
理
作

業
や
突
銑
作
業
の

よ
う
な
相
対
的
に

大
き
な
危
険
を
伴

な
う
作
業
あ
る
い

は
汚
れ
を
も
な
う

作
業
に
従
事
さ
せ

ら
れ
て
お
り
、
加

え
て
本
工
な
ら
ば

一
日
四
交
替
で
あ



一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
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鼻
脂
猫
曽
書
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潤
巻
網
葺
冷
暮
望
洋
享
H
S
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（
無
自
一
＞
舜
）
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な
る
。
構
内
常
駐
者
の
な
か
に
は
第
三
項
で
考
察
す
る
工
事
契
約
に
よ
る
常
駐
者
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
除
く
と
作
業
契
約
に
よ

る
社
外
工
は
下
請
企
業
総
従
業
者
数
の
五
九
・
七
％
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
下
請
企
業
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
社
外
工
を
金

鉄
に
送
り
こ
ん
で
い
る
下
請
企
業
ほ
ど
多
く
の
課
・
工
場
に
社
外
工
を
送
り
こ
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
釜
鉄
の
側
か
ら
み
る
と
、
業
務
部
と
コ

ー
ク
ス
工
場
を
除
け
ば
各
課
・
工
場
の
下
請
を
一
～
四
企
業
に
限
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
③
　
釜
鉄
か
ら
の
工
事
契
約
受
注
企
業
と
再
下
請
化
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－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1

一
六
一



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
二

　
釜
鉄
が
工
事
契
約
を
発
注
し
た
企
業
数
は
、
一
九
七
九
年
の
場
合
、
三
五
社
に
及
ん
だ
。
第
二
六
表
は
工
事
契
約
の
発
注
概
要
を
釜
鉄
の
課

・
工
場
別
に
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、
第
一
に
、
八
課
・
四
工
場
に
及
ん
で
い
る
が
、
第
二
項
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
特
に
設
備
部
の
整

備
課
・
土
建
課
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
課
に
は
二
一
企
業
が
係
わ
っ
て
お
り
、
工
事
契
約
受
注
に
よ
り
全
従
業
者
の
七
七

・
五
％
に
あ
た
る
一
、
三
三
〇
人
が
釜
鉄
構
内
で
働
い
て
い
た
。
第
二
に
、
工
事
内
容
を
み
る
と
、
整
備
課
な
ど
で
は
機
械
関
係
の
定
期
点
検

・
整
備
・
修
理
が
中
心
で
あ
り
、
土
建
課
で
は
土
木
工
事
・
上
下
水
道
整
備
な
ど
の
構
内
整
備
が
中
心
で
あ
っ
た
。

　
第
三
は
、
作
業
契
約
と
の
比
較
で
明
確
に
な
る
が
、
部
課
を
こ
え
る
工
事
契
約
受
注
企
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
工
事

契
約
受
注
企
業
は
特
定
の
課
・
工
場
か
ら
の
み
発
注
を
う
け
て
お
り
、
例
外
は
同
表
の
な
か
の
企
業
①
と
企
業
A
の
二
企
業
の
み
で
あ
っ
た
。

第
四
は
、
工
事
契
約
受
注
企
業
三
五
の
う
ち
、
作
業
契
約
受
注
を
も
し
て
い
る
の
は
前
掲
第
二
五
表
の
企
業
A
．
B
．
P
の
三
企
業
だ
け
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
企
業
を
除
い
た
工
事
契
約
受
注
企
業
は
い
ず
れ
も
従
業
者
規
模
一
〇
〇
人
未
満
の
企
業
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
七
表
は
、
こ
れ
ら
三
五
企
業
の
内
容
、
特
に
工
事
契
約
従
業
者
に
焦
点
を
あ
て
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
第
一
に
総

従
業
者
数
を
上
回
わ
る
工
事
契
約
従
事
者
を
出
し
て
い
る
企
業
が
一
四
あ
り
、
こ
れ
は
総
従
事
者
数
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
六
企
業
を
除
く
二

九
企
業
の
実
に
四
八
・
三
％
に
の
ぼ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
七
九
年
六
月
の
実
績
と
は
い
え
、
同
時
に
両
者
の
資
料
の
調
査
時
期
が
ニ
ケ

月
間
ず
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
も
含
ん
で
は
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
一
四
企
業
の
う
ち
九
企
業
ま
で
が
「
専
属
下
請
人
」
を
か
か
え
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
彼
ら
を
契
約
工
事
に
引
き
ず
り
出
し
て
い
る
こ
と
に
原
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
企
業
①
で
は
、
総
従
業

者
数
は
三
四
人
で
あ
る
が
、
契
約
作
業
従
事
者
数
は
こ
れ
を
上
回
わ
る
三
九
人
で
あ
っ
た
。
三
九
人
の
内
訳
を
み
る
と
、
三
五
名
は
三
企
業
か

ら
の
「
専
属
下
請
人
」
で
あ
り
、
企
業
①
の
正
社
員
は
事
務
職
員
一
人
、
技
能
職
員
三
人
の
合
計
四
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
企
業
①
の

総
従
業
者
数
の
な
か
に
は
三
〇
人
の
「
専
属
下
請
人
」
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

辱
第
二
は
、
一
、
六
九
一
人
の
作
業
契
約
従
事
者
の
う
ち
、
事
務
職
員
一
七
』
○
％
、
技
能
職
員
三
九
。
九
％
、
専
属
下
請
人
四
三
．
一
％
と



第27表　釜鉄工事契約受注企業の契約作業者の内容

－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
i

　　　　　　　　　　　ド

工事契約1総従業受注工事
　　　　卜
企業番号者数　一従事者数1

コ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
　

1
2
③
④
⑤
　
6
⑦
⑧
9
⑩
　
B
⑪
⑭
⑬
⑭
　
1
5
1
6
P
1
7
A

〔
〔
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
〔

人
4
0
0
0
2

20
34
21
10

？

775

？
23
23
93

人
3
9
2
2
2
0
1
0
1
1

【
J
1
8
Q
U
O

2
2
1
－
－
7
1
0
6
2

4
1
2
1
7

内 訳

20
？

　5
18

680

事務　i技能
職員：職員

人
1
6
1
0
4
3
4
2
1
？
軸
26
2
4
2
6

27　　4

覇

人
3
1
6
1
0
6
8

！専　属

下請人1

専属下請人企業名と
下請人数（人数）

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

⑱
⑲
2
0
2
1
＠
　
⑳
2
4
2
5
2
6
⑳
　
⑳
⑳
3
0
＠
3
2

　
　
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
〔
〔
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
〔

ノ￥ 35企業

呂
9
2
1
3
5
？
6
2
5
2
4
1
3
？
？
8
屑
5
2
3
1

7
9
n
∠
9
1

　
　
∩
∠
」
叶
－

28
331

1101

201

8
1

74i

4毬

51P
4
η
　1

1
2
2
1
1
　
5
2
8
3
2

1
2
0
7
　
0

2
　
　
1
　
　
　
1

人
3
5
0
0
0
0

16」

19　　　0
17　　　0
？　　　？

8　　　0

41　　　0
9　　　0
16－　　0
14　　　0
38　　　18

4
i

187　　350

19　　　　4
　　　　0
11h1

6
7
0
3
4

　
　
2
1

3
1
r
フ
2
6

1
　
n
∠

8
6
9
4
8

　
　
3
4
　
1

0
0
0

25
6

　0
30
137

1
言
曙1

　
8

46
P

佐藤工業⑯，熊谷工業（1③，吉田組働

サカエ工管㈲

ヤナダ組㈹，管又工業㈹，？㈹

個人業者とそのつど契約

個人大工とそのつど契約
木村工務店，原工業，井上工務店，
コーダ組，金野組など

⑦⑯，熊谷組⑯
そのつどあつめる

遊佐工務店脚，小沢組個
個人大工と契約
個人大工と契約

佐藤鉄工所鋤，吉田組㈲

　　1　　　　1　　　　1
1，691！288」6741729
　　F　　　　I　　　　l

大田鉄工所固，管井工業⑯，
木村工業〔15）

注）1）

　　2）

資料：

　企業番号は第25表，第26表と同じ。

　ゴチックおよび〔　〕は専属下請人をもち総従業者数を受注工事従事者

　数が上回わる企業をあらわす。

第23表と同じ。



　
　
　
↓
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四

い
う
構
成
で
、
第
一
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
専
属
下
請
人
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
釜
鉄
か
ら
の
作
業
契
約
が
不
安
定
性

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
専
属
下
請
人
と
は
い
え
、
個
人
大
工
・
業
者
と
「
そ
の
都
度
契
約
す
る
」
例
が
五
つ
あ
る
こ
と
か
ら

も
理
解
で
き
よ
う
。

　
第
三
は
、
専
属
下
請
を
も
つ
の
は
二
二
企
業
に
の
ぼ
る
が
、
こ
れ
ら
の
総
従
業
者
が
二
二
～
六
三
〇
人
の
範
囲
に
あ
り
、
そ
の
階
層
性
は
特

定
で
き
な
い
。
ま
た
例
え
ば
企
業
⑦
の
よ
う
に
一
方
に
お
い
て
は
釜
鉄
か
ら
の
工
事
契
約
を
直
接
に
受
注
し
て
い
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
企

業
⑳
の
専
属
下
請
と
し
て
も
登
場
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
、
ま
た
前
掲
第
八
表
で
も
説
明
し
た
よ
う
に
、
受
注
の
不
安
定
さ
を
相
互
に
補
完
し

あ
う
状
況
も
み
ら
れ
る
が
、
専
属
下
請
と
し
て
登
場
し
て
く
る
企
業
は
総
従
業
者
二
〇
名
前
後
以
下
の
零
細
企
業
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
④
　
金
鉄
受
注
企
業
の
外
注
・
下
請
の
地
域
的
範
囲

　
金
鉄
か
ら
の
受
注
企
業
の
中
に
は
前
二
項
の
作
業
契
約
、
工
事
契
約
の
ほ
か
に
物
品
納
入
と
い
う
役
割
を
果
た
す
も
の
も
あ
る
。
第
二
八
表

は
金
鉄
受
注
企
業
の
外
注
（
一
部
分
的
に
は
再
発
注
）
の
状
況
の
一
部
分
を
示
し
て
い
る
。
業
種
別
に
は
製
造
．
建
設
業
、
運
輸
業
、
印
刷

業
、
卸
売
業
（
ほ
と
ん
ど
は
商
社
）
の
4
つ
に
整
理
で
き
る
。
そ
し
て
、
業
種
別
に
特
徴
の
あ
る
外
注
を
展
開
し
て
い
る
。

　
製
造
・
建
設
業
の
場
合
の
外
注
は
、
企
業
⑭
の
印
刷
物
発
注
を
除
け
ば
、
第
三
項
で
考
察
し
た
工
事
関
係
の
発
注
で
あ
り
、
そ
の
少
な
く
な

い
部
分
は
金
鉄
か
ら
の
受
注
の
再
発
注
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
五
企
業
の
一
九
七
七
年
度
の
釜
鉄
か
ら
の
受
注
額
は
、
同
年
度
の
売
上
高
の

五
〇
・
六
％
に
あ
た
る
五
七
億
円
で
あ
る
。
外
注
調
査
が
不
明
の
企
業
①
・
⑲
を
除
け
ば
、
二
二
企
業
の
い
ず
れ
も
が
外
注
を
し
て
お
り
、
典

型
的
に
は
企
業
⑤
・
⑭
・
⑫
・
A
な
ど
で
明
確
に
読
み
と
れ
る
よ
う
に
、
釜
鉄
か
ら
の
受
注
を
再
発
注
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
三
企

業
の
外
注
額
は
一
九
・
八
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
は
同
年
の
売
上
高
の
一
七
・
六
％
、
釜
鉄
か
ら
の
受
注
額
の
三
四
．
七
％
に
相
当
す
る
。
外
注

金
額
の
地
域
的
配
分
は
、
企
業
⑳
の
外
注
先
不
明
を
分
母
に
含
め
て
も
釜
石
市
内
に
九
〇
・
四
％
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
工
事
契
約

の
下
請
化
は
基
本
的
に
は
釜
石
市
内
で
お
さ
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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㌶
悪
留
～
N
o
o
爆
伴
凝
感
。

　
　
　
扇
単
一
繍
謹
藩
作
画
O
。

　
印
刷
業
に
つ
い
て
は
、
二
企
業
の
例
が
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
企
業
の
釜
鉄
依
存
度
は
二
八
・
五
％
（
一
・
三
億
円
）
で
あ
っ
た
。
企

業
⑭
は
、
釜
石
市
内
で
唯
一
の
日
刊
紙
を
刊
行
し
て
い
る
岩
手
県
東
海
新
聞
社
の
印
刷
を
し
て
い
る
が
、
売
上
高
の
一
二
・
二
％
に
あ
た
る
五

千
万
円
を
釜
石
市
内
の
別
の
印
刷
所
に
印
刷
物
を
外
注
し
て
い
る
。
企
業
⑭
は
印
刷
に
必
要
な
ア
ズ
ベ
ス
ト
管
を
東
京
に
外
注
し
た
だ
け
で
あ

る
。　

運
輸
業
の
企
業
J
は
、
売
上
高
の
五
二
・
○
％
に
あ
た
る
五
・
七
億
円
を
釜
鉄
か
ら
受
注
（
こ
の
場
合
は
作
業
契
約
が
中
心
）
し
て
い
る

が
、
外
注
は
百
万
円
未
満
で
あ
っ
た
。

　
最
後
は
、
商
社
を
中
心
と
し
た
卸
売
業
で
あ
る
。
一
九
七
七
年
度
の
売
上
高
は
四
五
・
七
億
円
で
あ
り
、
釜
鉄
か
ら
の
受
注
割
合
は
一
一
・



九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
仙
台
に
本
社
を
も
ち
日
石
系
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
こ
の
釜
石
市
で
営
業
す
る
企
業
⑭
を
除
け
ば
、
釜

鉄
へ
の
依
存
率
は
四
九
・
五
％
と
き
わ
め
て
大
き
な
割
合
と
な
る
。
さ
ら
に
木
材
関
係
の
企
業
⑳
、
釜
鉱
の
元
の
購
買
部
で
あ
っ
た
企
業
⑭
を

除
く
と
、
実
に
釜
鉄
へ
の
依
存
率
は
九
一
・
一
％
と
な
る
。
そ
し
て
、
三
企
業
を
除
い
た
依
存
率
の
高
い
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
す
べ
て
釜
石
市

外
（
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
東
京
）
に
本
社
を
も
ち
、
釜
石
市
内
に
は
一
～
四
人
の
従
業
者
規
模
の
営
業
所
・
出
張
所
を
お
い
て
、
物
品
納
入
の
手

続
き
を
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
外
注
先
が
釜
石
市
内
に
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。

　
最
後
に
、
第
二
八
表
の
な
か
に
は
作
業
契
約
受
注
企
業
が
わ
ず
か
三
企
業
（
企
業
A
・
C
・
」
）
し
か
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
こ
れ
ら

三
企
業
は
従
業
者
数
が
多
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
、
同
時
に
作
業
契
約
に
は
再
発
注
（
再
下
請
）
が
な
い
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑤
　
釜
鉄
・
同
関
連
企
業
の
納
税
面
で
の
影
響
、

　
最
後
に
、
税
金
の
面
で
み
た
釜
鉄
の
地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
釜
石
市
財
政
等
を
通
じ
て
間
接
的
に
反
映
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
釜
石
市
の
一
般
会
計
の
歳
入
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か
か
ら
考
察
を
す
す
め
た
い
。

　
釜
石
市
の
一
九
七
八
年
度
の
一
般
会
計
決
算
書
に
よ
る
歳
入
額
は
一
二
八
・
七
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
同
年
度
の
純
生
産
額
の
一
一
・
六

％
、
同
年
度
の
釜
鉄
総
収
入
額
の
一
一
七
・
四
％
に
相
当
す
る
。
歳
入
の
主
要
項
目
は
、
市
税
三
一
・
二
億
円
（
二
四
・
二
％
）
、
市
債
二
六

・
六
億
円
（
二
〇
・
八
％
）
、
国
庫
支
出
金
二
四
二
二
億
円
（
一
八
・
九
％
）
、
地
方
交
付
税
一
九
二
二
億
円
（
一
五
・
○
％
）
の
順
で
あ
P
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

市
税
収
入
の
低
さ
と
市
債
の
大
き
さ
に
特
色
が
あ
る
。

　
釜
鉄
が
釜
石
市
に
納
入
す
る
税
金
は
、
第
一
に
固
定
資
金
産
税
で
あ
る
。
同
年
度
に
は
、
釜
鉄
は
一
、
〇
一
三
百
万
円
の
固
定
資
産
税
を
納

入
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
土
地
一
九
一
百
万
円
（
課
税
標
準
額
一
三
、
六
一
六
百
万
円
の
一
・
四
％
）
、
家
屋
七
六
百
万
円
（
同
、
五
、
四
八
、

七
百
万
円
の
一
・
四
％
）
、
機
械
・
車
両
・
構
築
物
・
器
具
な
ど
の
償
却
資
産
六
八
三
百
万
円
（
同
、
二
九
、
六
九
二
百
万
円
の
二
．
三
％
）
、

鉄
鋼
熱
間
圧
延
設
備
七
九
百
万
円
（
同
、
五
、
六
三
一
百
万
円
の
一
・
四
％
）
、
　
コ
ー
ク
ス
工
場
設
備
二
百
万
円
（
同
、
一
四
三
万
円
の
一
．

　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
金
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

四
％
）
と
推
定
さ
れ
た
。
こ
の
釜
鉄
の
固
定
資
産
税
額
は
同
年
度
の
釜
石
市
の
総
固
定
資
産
税
額
の
七
四
・
二
％
に
及
ん
だ
。

　
第
二
は
市
民
税
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
人
市
民
税
と
個
人
市
民
税
と
に
分
け
ら
れ
る
。
七
八
年
の
釜
石
市
の
法
人
市
民
税
額
は
二
四
八
百
万

円
、
個
人
市
民
税
は
・
一
、
〇
二
一
百
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
占
め
る
金
鉄
の
割
合
は
、
前
者
で
は
か
な
り
の
比
重
に
の
ぼ
り
、
後
者
で
は

二
三
四
百
万
円
（
二
二
・
九
％
）
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
釜
鉄
主
要
関
連
企
業
の
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
け
ば
、
企
業
A
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

百
万
円
、
企
業
B
九
百
万
円
、
企
業
C
一
一
百
万
円
と
推
定
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
釜
鉱
は
一
九
七
八
年
に
は
四
六
・
五
億
円
の
生
産
額
が
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
半
分
は
鉄
鉱
石
分
で
あ
り
、
鉄
鉱
石
の
ほ
と
ん
ど
は
（
八
九
．
五
％
）
釜

　
　
　
鉄
に
出
荷
さ
れ
た
。

　
（
2
）
　
一
九
六
九
年
六
月
現
在
に
つ
い
て
は
、
美
崎
皓
『
現
代
労
働
市
場
論
－
労
働
市
場
の
階
層
構
造
と
農
民
層
分
解
　
　
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一

　
　
　
九
七
九
年
、
の
第
五
章
の
第
五
・
三
図
を
参
照
。

　
　
（
3
）
　
一
九
七
三
年
で
は
一
六
社
で
あ
っ
た
（
前
掲
注
（
2
）
の
第
五
・
一
三
表
）
。

　
（
4
）
　
君
津
の
場
合
は
、
　
「
専
門
外
注
の
考
え
方
」
が
採
用
さ
れ
、
　
「
外
注
企
業
の
自
主
管
理
を
徹
底
せ
さ
、
作
業
遂
行
に
必
要
な
管
理
は
す
べ
て
外
注
企

　
　
　
業
に
ま
か
せ
」
　
「
業
者
選
定
に
当
っ
て
は
実
力
第
一
主
義
、
適
性
配
置
主
義
、
一
業
種
一
社
主
義
（
傍
点
は
引
用
者
）
を
徹
底
し
、
必
要
な
場
合
に
は

　
　
　
作
業
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
新
会
社
設
立
も
行
な
っ
た
。
し
　
（
六
七
ペ
ー
ジ
）
（
羽
田
新
「
新
鋭
製
鉄
所
の
組
織
と
運
営
」
『
巨
大
企
業
の
進
出
之
住

　
　
　
民
生
活
』
　
（
舘
逸
雄
編
）
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
と
い
う
ほ
ど
徹
底
し
て
き
て
い
る
。

　
（
5
）
　
自
主
財
源
率
は
、
市
民
税
（
二
四
・
二
％
）
の
ほ
か
、
使
用
料
・
手
数
料
（
一
・
二
％
）
、
そ
の
他
雑
収
入
（
一
二
．
○
％
）
を
含
め
て
三
四
．
○

　
　
　
％
と
低
く
か
っ
忙
。
同
年
度
の
『
地
方
財
政
計
画
』
に
よ
る
自
主
財
源
率
の
平
均
は
四
一
・
二
％
で
あ
る
。

　
　
（
6
）
　
釜
鉄
に
次
い
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
金
鉱
で
あ
る
。
釜
鉱
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
た
。
土
地
一
．
八
百
万
円

　
　
　
　
（
課
税
標
準
額
一
二
九
・
六
百
万
円
の
一
・
四
％
）
、
家
屋
七
・
九
百
万
円
（
同
、
五
五
六
．
一
百
万
円
の
一
．
四
％
）
、
償
却
資
産
一
九
．
四
百
万
円

　
　
　
　
（
同
、
一
、
三
八
七
・
二
百
万
円
の
一
・
四
％
）
の
合
計
二
九
．
二
百
万
円
。



　
（
7
）
　
釜
鉱
労
働
者
の
個
人
市
民
税
は
二
九
・
四
百
万
円
と
推
計
さ
れ
た
。

　
　
　
四
小
括

　
釜
鉄
企
業
城
下
町
と
し
て
の
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
は
、
そ
れ
を
経
済
循
環
的
側
面
か
ら
み
る
と
、
第
一
に
産
業
物
資
の
流
動
で
は
製
鉄

用
の
鉄
鉱
石
（
た
だ
し
そ
の
四
分
の
一
は
域
内
供
給
）
、
石
炭
、
石
灰
石
を
中
心
と
し
た
原
材
料
の
流
入
が
あ
り
、
加
工
さ
れ
た
鉄
鋼
の
流
出
、

お
よ
び
副
産
品
（
か
っ
て
の
産
業
廃
棄
物
を
含
め
た
）
の
第
二
次
加
工
品
の
流
出
が
目
立
っ
た
。
第
二
は
釜
鉄
労
働
者
の
賃
金
を
中
心
と
し

た
経
済
循
環
で
あ
り
、
単
純
計
算
に
よ
っ
て
も
そ
の
四
分
の
一
は
釜
石
市
外
の
隣
接
市
町
に
流
出
し
て
い
る
。

　
第
三
は
金
鉄
か
ら
の
作
業
契
約
、
工
事
契
約
、
物
品
納
入
な
ど
の
外
注
で
あ
る
。
作
業
契
約
外
注
は
、
直
接
的
に
は
釜
鉄
の
こ
れ
ま
で
の
生

産
工
程
の
合
理
化
の
中
で
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
関
連
企
業
に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
受
注
企
業
は
一
七
社
と
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
定
義
的
に
は
下
請
関
連
企
業
で
あ
り
、
そ
れ
に
属
す
社
員
は
金
鉄
に
と
っ
て
は
社
外
工
に
な
る
。
た
だ
作
業
契
約
に
お
い
て
は
再
下
請
（
孫

請
）
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。

　
工
事
契
約
は
作
業
契
約
と
異
な
り
、
よ
り
多
く
の
企
業
に
発
注
さ
れ
、
し
か
も
企
業
規
模
に
対
応
し
て
よ
り
大
き
な
企
業
が
よ
り
小
さ
な
企

業
に
再
発
注
（
下
請
）
さ
せ
る
と
い
う
ご
重
構
造
（
金
鉄
を
頂
点
と
す
れ
ば
三
重
構
造
）
が
存
在
す
る
。
作
業
契
約
と
ち
が
っ
て
発
注
額
の
変

動
が
大
き
く
、
最
下
層
を
担
う
「
組
」
　
「
鉄
工
所
」
な
ど
は
、
企
業
間
の
仕
事
の
多
寡
を
相
互
に
再
発
注
し
あ
い
な
が
ら
調
整
し
て
い
る
。
こ

れ
は
特
に
「
鉄
工
団
地
」
の
企
業
間
で
み
ら
れ
る
。
物
品
納
入
は
、
主
と
し
て
大
手
商
社
な
ど
の
従
業
者
数
一
～
四
名
の
釜
石
営
業
所
．
出
張

所
な
ど
に
発
注
さ
れ
、
東
京
な
ど
か
ら
物
品
が
送
ら
れ
て
く
る
。
物
品
納
入
の
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
は
小
さ
い
。

　
第
四
は
税
金
を
通
じ
て
の
市
財
政
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
市
民
税
・
固
定
資
産
税
に
お
け
る
釜
鉄
の
比
重
は
確
か
に
大
き
い
。
し
か
し
、
法
人

市
民
税
の
寄
与
率
は
傾
向
的
に
も
落
ち
て
き
て
い
る
。

　
第
五
は
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
個
人
消
費
部
門
へ
の
影
響
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
四
分
の
一
は
金
鉄
．
同
関
連
企
業
へ
依
存
し
て
い
る

　
　
　
－
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



　
　
　
一
企
業
城
下
町
釜
石
市
の
地
域
経
済
構
造
と
釜
鉄
七
八
年
合
理
化
の
波
及
（
一
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

し
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
労
働
者
の
消
費
も
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
釜
石
市
に
お
け
る
釜
鉄
は
、
そ
の
企
業
活
動
の
動
向
が
地
域
経
済
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
と
い
っ
た
性
格
を
も
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
経
済
活
動
の
大
き
さ
が
必
ず
し
も
前
進
的
な
面
に
お
い
て
地
域
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
例

え
ば
高
い
純
生
産
が
市
民
分
配
所
得
に
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
え
る
。
次
章
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
を
七
八

年
合
理
化
の
進
行
の
分
析
の
な
か
で
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。
　
（
未
完
）


